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県人とふるさと山梨を結ぶ情報誌
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「
特
　集
」

第
六
十
六
回
山
梨
県
人
会
連
合
会
総
会
開
催

【
パ
ー
テ
ィ
ー
＆
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン一

弦
間
会
長
が
品
川
区
県
人
会
で
講
演
「
美
の
好
循
環
社
会
を
目
指
し
て
」

【
連
合
会
だ
よ
り
】

十
士
会
第
二
回
勉
強
会
の
テ
ー
マ
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
に
つ
い
て
樋
口
甲
府
市
長
と
意
見
交
換

こ ．

／ｙ
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ド

″

版
画
家
「
河
内
成
幸
」
氏
の
富
士
山
（
上
野
原
市
出
身
）

山梨県人会連合会
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第66 回山梨県人会連合会総会・懇親会開催

秘境｢黒平｣で植樹会 故郷への気持ちを一本一本の木に託して
Ｎ

わがまちへようこそ 上野原市

独
　

故
　

ふ

故郷、上野原を見直そう

長寿村としてスローライフの豊かさを世に知らしめた｢ 桐原｣ 地区

るさとの 都 市伝 説 日本三大奇橋猿橋を渡る伏月市･猿橋）

首都圏甲州市県人会 設立

がんばれ! ヴァンフォーレ甲府!　 ・

夏は富士五湖エリアに、ゴルフファンの目がクギづけとなる。

Ｖ甲府首都圏サポーターよ、８・１６ 日産スタジアムで熱き声援を!

P ａrtｙ ＆lnfor ｍａtｉｏｎ

第67 回中野区山梨県人会総会･懇親会開催 ／第25 回女性の会 ／西東京県人会開催

多摩市山梨県人会 ／平成27 年度第1回常任理事･理事合同会議 ／第30 回東甲倶楽部開催

第35 回甲斐クラブ ／平成27 年横浜山梨県人会春の集い開催 ／品川区山梨県人会総会･懇親会開催

一紅会　歴史研究同好会｢古代と戦国ロマンの旅｣ ～埼玉県行田市 ／第3回十士会開催

山梨農林東京圏同窓会総会および懇親会の開催 ／第67 回足立区山梨県人会開催

甲府西高等学校同窓会第52 回東京支部総会･懇親会開催 ／ほうとう会

第5回南アルプス市山梨県人会開催

連合会だより



第
6
6回
山
梨
県
人
会

連
合
会
総
会
・
懇
親
会
開
催

新
し
い
山
梨
の
展
望
を
め
ざ
し
て
、

リ
ン
ケ
ー
ジ
２
０
０
構
想
の

」
層
の
推
進
を

首
都
圏
在
住
の
県
人
と
県
民
４
６
０
名
が
参
集

５
月
2
3日
（
土
）
、
新
宿
・
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
山
梨
県
人
会
連

合
会

（
弦
間
明
会
長
）
の
第
6
6回
総

会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
首
都
圏

及
び
県
内

の
山
梨
県
関
係
者
４
６
０

名
が
参
集
し
た
。

小
俣
雅
子

さ
ん
（
都
留
市
出
身
）

の
司
会
に
よ
り
、
中
込
勝
子
女
性
の

会
会
長

が
「
ふ
る
さ
と
の
絆
を
（
こ

の
よ
う

に
一

堂
に
介

す
こ
と

に
よ

り
）
　い
っ
そ
う
深
め
よ
う
」
と
開
会

の
挨
拶
を
し
た
。
本
年
度
の
実
行
委

員
長
で
あ
る
秋
山
智
史
副
会
長
（
富

国
生
命
・
会
長
）
は
「
幼
少
期
を
父

祖
の
地
で
あ
る
増
穂
で
過
ご
し
た
。

自
然
の
豊
か
さ
と
人
々
の
や
さ
し
さ

が
山
梨
の
魅
力
だ
。
世
代
を
超
え
て

山
梨
の
豊
か
さ
を
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
よ
う
」
と
開
会
の
こ
と
ば
を
述

べ
た
。

弦
間
会
長
は
「
中
東
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
か
け
て
人
権
や
宗
教
に
か
か
わ

る
痛
ま
し
い
事
件

が
続
発
し
て
、

あ
ら
た
め
て
人
間
社
会
の
歪

が
浮

４

･



き
彫
り
に
な
っ
た
。
日
本
で
は
ア
ペ

ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
企
業
利
益
の
増
大

等
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
芽
は
あ
る
が
、
更

に
社
会
を
持
続
的
に
向
上
さ
せ
る
工

夫
と
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
日

本
を
動
か
す
大
き
な
力
と
し
て
地
域

の
活
性
化
が
あ
る
が
、
山
梨
で
は
富

士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
と
い
う

契
機
も
あ
っ
て
、
外
国
人
観
光
客
が

急
増
し
て
い
る
。
し
か
し
肝
心
な
こ

と
は
、
単
な
る
一
過
性
の
物
見
遊
山

で
は
な
く
、
ま
た
来
た
い
と
い
う
リ

ピ

ー
タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と

だ
。
山
梨
な
ら
で
は
の
心
の
こ
も
っ

か
お
も
て
な
し
、
パ
ワ
ー
と
魅
力
を

世
界
に
発
信
し
た
い
。
後
藤
新
知
事

の
掲
げ
る
人
口
１
０
０
万
人
都
市
を

め
ざ
す

『
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
や
ま
な

し
・
プ
ラ
チ
ナ
社
会
構
想
』
の
ア
イ

デ
ア
と
実
行
力
に
期
待
し
つ
つ
、
山

梨
県
人
会
連
合
会
と
し
て
も
、
県

人
、
県
民
２
０
０
万
人
絆
を
強
め
る

『
ふ
る
さ
と
リ
ン
ケ
ー
ジ
２
０
０
』

構
想
を
一
層
強
め
た
い
」
等
と
語
っ

た
。議

事
に
入
り
、
長
田
正
総
務
委
員

長

か
ら
年
1
8
回

に
及

ぶ
会

の
活
動

報

告

、
中
村

芳
文
副

会
長

か

ら
は

決
算
、
予
算
案

が
細
部
に
わ
た
り
報

告
さ
れ
た
。
中
岡
啓
子
事
業
委
員
長

の
事
業
計
画
案
、
土
橋
正
副
会
長
に

よ
る
会
則
改
定
案
の
報
告
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
拍
手
を
も
っ
て
承
認
さ
れ

た
。来

賓
祝
辞
と
し
て
後
藤
斎
山
梨
県

知
事
は
「
山
梨
に
は
ま
だ
ま
だ
沢
山

の
資
源
（
自
然
環
境
、
生
産
力
、
人

脈
等
）
が
眠
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て

い

る
。
そ

れ
を

ど
う

掘
り
起

こ

す
の

か
、
現
在
総
合
計
画
を
立
案
中
だ
。

そ
の
た
め
に
も
更
な
る
県
人
会
連
合

会
と

の
連
携

強
化

を

お
願

い
し
た

い
」
と
述

べ
た
。
中
谷
真
一
衆
議
院

議
員
、
森
屋
宏
参
議
院
議
員
、
石
井

５



脩
徳
県
議
会
議
長
も
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶

し
た
。
山
梨
市
長
会
を
代
表
し
て
江

口
英
雄
上
野
原
市
長
は
「
国
の
経
済

は
緩
や
か
な
回
復
基
調
と
い
わ
れ
る

が
、
地
方
に
は
未
だ
届
い
て
い
な

い
。
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
活

動
の
芽
を
、
県
内
各
市
町
村
と
も
連

携
し
て
育
て
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

た
。
萩
原
能
成
広
報
委
員
長
が
閉
会

の
辞
を
述
べ
て
総
会
が
終
了
。

志
村
司
郎
県
人
会
連
合
会
会
長
代

行
の
乾
杯
の
音
頭
に
よ
り
懇
親
会
に

移
り
、
藤
岡
淳
子

さ
ん
主
導
に
よ
る

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
寛
舞
流
の
日
本
舞
踊

「
滝
の
白
糸
」
、
小
倉
浩
二

さ
ん
の

シ
ャ
ン
ソ
ン
等
を
楽
し
ん
だ
。
武
田

節
を
全
員
で
斉
唱
、
中
村
忠
正
県
人

会
連
合
会
会
長
代
行
に
よ
る
万
歳
三

唱
、
内
田
孝
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と

ば
に
よ
り
散
会
し
た
。

６

･ ●･
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秘
境
「
黒
平
」
で
植
樹
会
　

故
郷
へ
の
気
持
ち
を
一
本
一
本
の
本
に
託
し
て

４
月
1
8日

（
土
）

、
山
梨

県
人
会
連
合
会
事
業
　

出
迎
え

を
受

け

、
用

意

賜

づ
Ｊ
皿
搦
い

委

員
会

（
中
岡
啓
子
事
業
委

員
長

゛
の
企
画
す

る
　

さ
れ

て

い
た
新

車

の

マ
　
丿〈

ド
’。づ。「̈

」」
臨

第
５
回
水
源
林
植
樹
会
が
開
か
れ
た
。
　
　
　
　
　
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
換

同
会
は
「
ふ
る
さ
と
リ
ン
ケ
上
ン
２
０
０
」
を
　
え
て
水
源
林
に
向
か
っ

掲
げ
る
山
梨
県
人
会
連
合
会
の
重
要
行
事
と
位
置
　
た
。
昇
仙
峡
仙
蛾
滝
を

づ
け
ら
れ
、
毎
年
参
加
す
る
人
も
多
い
。
首
都
圏
　
過
ぎ
、
バ
ス
は
か
つ
て

在
住
の
4
5名
が
早
朝
新
宿
に
参
集
、
貸
切
り
バ
ス
　
秘
境
と
い
わ
れ
た
黒
平

で
甲
府
市
御
岳
町
に
あ
る
市
有
林
を
め
ざ
し
た
。
　
ま
で
の
峠
道
を
ゆ
っ
く
り
走
る
。
途
上
に
山
桜
の

古
明
地
昭
雄
事
業
委
員
の
司
会
に
よ
り
、
各
々
が
　
可
憐
な
花
が
ほ
っ
ぽ
つ
と
開
花
し
て
い

る
。
市
制

自
己
紹
介
、
女
性
の
会
の
差
し
入
れ
の
菓
子
や
飲
　
１
０
０
年
を
記
念
し
て
植
樹
さ
れ
た
も
の
と
い

み
物
が
配
ら
れ
、
中
央
道
は
渋
滞
し
た
も
の
の
、
　
う
。
長
野
県
と
の
県
境
近
く
、
限
界
村
落
と
も
み

和
や
か
に
歓
談
し
て
い
る
間
に
、
中
継
点
の
甲
府
　
ら
れ
る
黒
平
地
区
に
は
、
市
の
関
係
者
に
よ
る
と

｛

上
下
水
道
局
に
着
い
た
。
甲
府
市
の
幹
部
職
員
の
　
選
挙
民
と
し
て
の
登
録
者
は
十
数
名
程
度
と
い

Ｖ

う
こ
と
で
空
き
家
も
め
　
し
て
い
る
。
予
定
時
間
を
過
ぎ
て
い
た
た
め
、
出

だ
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
　
迎
え
て
い
た
樋
口
雄
一
甲
府
市
長
は
マ
イ
ク
ロ
バ

だ
け
に
荒
川
の
源
流
水
　
ス
に
飛
び
乗
り
、
公
務
が
控
え
て
い
る
た
め
植
樹

域
の
ひ
び
き
と
奥
深
い
　
会
に
は
参
加
で
き
な
い
が
、
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い

山
林
の
陰
影

が
、
他
に
　
と
一
言
挨
拶
し
た
。
山
林
斜
面
に
用
意
さ
れ
た
植

は
み
ら
れ
な
い
澄
明
な

里
山
の
気
配
を
生
み
出

８

樹
地
で
開
会
式
と
な
り
、
有
野
芳
邦
県
人
会
連
合

会
会
長
代
行
が
「
樹
を
植
え
る
と
は
気
、
す
な
わ

戸 ●
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ち
ま
ご
こ
ろ
を
植
え
る
こ
と
。
ふ
る
さ
と
へ
の
そ
　
自
行
な
っ
た
。
1
0
0
0

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
斜
面
に

れ
ぞ
れ
の
思

い
を
木

に
託
し
ま
し
ょ
う
」
と
ス
　
約
２
０
０
本
が
植
樹
さ
れ
、
自
分
の
名
前
や
思
い

ビ
ー
チ
し
た
。
間
中
寿
美
恵
女
性
の
会
副
会
長
主
　
を
記
し
た
木
札
を
括
り
付
け
た
。
穴
を
掘
り
、
根

導
に
よ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
で
全
員
体
を
ほ
ぐ
し
　
を
埋
め
て
、
踏
み
固
め
る
・
：

と

い
う
一
連
の

だ
後
、
甲
府
市
森
林
課
の
職
員
他
の
サ
ポ
ー
ト
を
　
動
き
の
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
る
さ
と
へ
の
思

受
け
て
、

Ｔ
へ
ス
ナ
ラ
」
　「
ク
リ
」
の
植
樹
を
各
　

い
を
こ
め
た
。
近
く
の
「
マ
ウ
ン
ト
ピ
ア
黒
平
」

―
゛
　
　
　
　
　
　

い゙

四゙

ｆ
一一
圖
Ｊ
一
　
で
は
ヽ

と
ん
汁
に
お
に
ぎ
り
ヽ

地
元
名
産
の
根
太

の

い
う
ど
の
お
浸
し
等
、
黒
平
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
昼
　
の
音
頭
を
と
り
、
中
岡
事
業
委
員
長
か
ら
は
山
梨

食
会
。
来
賓
の
山
本
甲
府
副
市
長
が
「
樋
口
市
長
　
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
等
今
後
の
事
業
の
展
望
が
示
さ
れ

の
も
と
新
体
制
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
各
県
　
た
。
昼
食
の
お
に
ぎ
り
は
通
常
の
Ｉ
・
５
倍
。
中

人
会
と
の
連
携
を
深
め
る
活
動
を
し
た
い
」
と
挨
　
身
の
梅
干
も
添
付
の
沢
庵
も
地
元
の
人
た
ち
が
手

拶
し
た
。
内
田
孝
県
人
会
連
合
会
副
会
長
が
乾
杯
　
塩
に
か
け
て
作
り
上
げ
て
き
た
自
家
製
で
、
絶

捧
五
回

糎

≒11

1= ‰

品
で
あ
る
。
う
ど
は
大
地
の
味
が
染

み
透
り
、
黒
平
で
採
ら
れ
た
も
の
で

し
か
味
わ
え
な
い
濃
厚
な
逸
品
。
３

本
３
０
０
円
で
売
ら
れ
て
い
た
う
ど

は
、
ま
た
た
く
間
に
売
れ
た
。
帰
途

の
バ
ス
で
は
、
有
野
征
雄
県
人
会
連

合
会
副
会
長
の
軽
妙
な
ト
ー
ク
に
よ

る
「
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
午
後
７
時
過
ぎ
に
新

宿
駅
前
で
散
会
し
た
。



自
然
・
文
化
・
食
が

つ
な
が
る
ま
ち

上
野
原
市

■
自
然
豊
か
な
ま
ち

上
野
原
市
は
、
都
心
か
ら
１
時
間
と
い

う
立
地
で
あ
り
な
が
ら
自
然
豊
か
な
と
こ

ろ
が
魅
力
で
す
。
市
内
に
は
八
重
山
や
坪

山
な
ど
気
軽
に
登
れ
る
山
が
あ
り
、
登
山

道
に
は
、
市
の
花
「
リ
ン
ド
ウ
」
や
貴
重

な
高
山
植
物
「
イ
ワ
カ
ガ
ミ
」
、
「
ヒ
カ
ゲ

ツ
ツ
ジ
」
な
ど
の
花
が
咲
き
ま
す
。
週
末

に
は
、
多
く
の
登
山
客
が
山
を
登
り
に
上

野
原
市
を
訪
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
の
春

に
実
施
し
た
駅
か
ら
（

イ
キ
ン
グ
「
要
害

山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」
で
は
、
定
員
１
０
０

名
の
募
集
に
対
し
て
、
申
込
受
付
開
始
か

ら
２
時
間
で
定
員
に
な
る
ほ
ど
の
人
気
で

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
近
年
注
目
を
集
め

る
市
内
の
山
々
。
気
軽
に
登
れ
る
山
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
沢
筋
に
流
れ
る
風
や
木
々

の
香
り
な
ど
を
、
十
分
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
山
に
登
っ
た
こ

と
が
な
い
方
も
、
ぜ
ひ
、
上
野
原
市
の
自

上 野 原 市 長　 江口 英 雄

山々に囲まれた上野原市は、

独白の文化を育み、自然とと

もに歩んできたまちでありま

す｡今回は､これまであまり知

られていない上野原市の自然

や文化などを掲載しました。

まだまだ紹介したい魅力があ

りますので､次の機会を楽し

みにしていてください。

然
に
触
れ
、
非
日
常
的
な
感
覚
を
昧
わ
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

■

伝

統

文

化

が

息

づ

く

ま

ち

山

々

に

囲

ま

れ

た

上

野

原

市

で

は

、

古

く

か

ら

地

域

特

有

の

伝

統

文

化

が

息

づ

い

て

い

ま

す

。

市

内

の

最

北

部

に

位

置

す

る

西

原

地

区

で

は

、

江

戸

時

代

か

ら

伝

わ

る

と

い

わ

れ

る

古

在

家

神

楽

舞

が

毎

年

９

月

に

行

わ

れ

ま

す

。

こ

の

神

楽

舞

は

、
「

猿

田

」
、
「

御

祈

祷

」
、
「

お

祓

い

」

な

ど

の

１３

演

目

か

ら

な

り

、

代

々

受

け

継

が

れ

る

面

と

と

も

に

地

域

の

み

な

さ

ん

に

よ

っ

て

継

承

さ

れ

て

い

ま

す

。

深

夜

ま

で

続

く

こ

の

神

楽

舞

は

、

一

見

の

価

値

が

あ

り

ま

す

。

み

な

さ

ん

に

は

、

ぜ

ひ

見

学

し

て

い

た

だ

き

た

い

伝

統

文

化

の

ひ

と

つ

で

あ
り

ま

す

。

ま

た

、

郡

内

三

大

祭

り

の

一

つ

で

も

あ

る

牛

倉

神

社

の

例

大

祭

が

９

月

上

旬

の

３

日

間

に

わ

た

っ

て

行

わ

れ

ま

す

。

こ

の

間

－

‐

‐

‐

‐

‐
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坪

山
の

イ
ワ

カ
ガ
ミ

桐
原
地
区
小
伏
の
獅
子
舞

坪
山
の
ヒ
カ
ゲ
ツ
ツ
ジ

牛
倉
神
社
の
お
神
輿
渡
御

は
、
一
年
の
う
ち
で
一
番
上
野
原
市
が
盛

り
上
が
り
ま
す
。
特
に
国
道
2
0号
を
通
行

止
め
に
し
て
何
騎
も
の
お
神
輿
が
渡
御
す

る
様
子
は
、
担
ぎ
手
が
け
で
な
く
見
物

客

も
心
が
踊
り
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、

桐
原
・
西
原
地
区
の
獅
子
舞
や
秋
山
地
区

無
生
野
の
犬
念
仏
な
ど
、
市
内
に
は
魅
力

あ
る
伝
統
文
化
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
上
野
原
市
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
る

古
在
家
神
楽
舞
の
演
目
「
お
祓
い
」
　
伝
統
文
化
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

秋
山
地
区
無
生
野
の
大
念
仏

■
新
た
な
食
を
生
む
ま
ち

上
野
原
市
桐
原
地
区
は
、
か
つ
て
「
日

本
一
の
長
寿
村
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
長

寿
村
と
言
わ
れ
た
要
因
の
一
つ
に
雑
穀
な

ど
を
使
っ
た
食
文
化
か
あ
り
ま
す
。
今
、

上
野
原
市
は
、
こ
の
雑
穀
に
注
目
し
て
い

ま
す
。

南
米
の
ボ
リ
ビ
ア
や
ペ
ル
ー
が
原
産
の

雑
穀
「
キ
ヌ
ア
」
は
、
そ
の
類
い
ま
れ
な

栄

養
バ
ラ

ン
ス

な
ど
か
ら
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ

や

国
連

が
栽

培

を
啓

発
し

て

お

り
、
2
0
1
3

年
以
降
、
世
界
中
で
注
目
を
集

め
る
食
材
と
な
っ
て
い
ま
す
。

上
野
原
市
で
は
、
他
の
地
域
に
先
駆
け

て
、
「
キ
ヌ
ア
」
の
特
産
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
キ
ヌ
ア

雑穀 「 半ヌア 」

を
使
っ
た
お
菓
子
な
ど
の
商
品
化
に
向
け

た
取
り
組
み
も
、
市
民
レ
ベ
ル
で
動
き
出

し
て
い
ま
す
。
上
野
原
市
は
日
本
を
代
表

す
る
キ
ヌ
ア
の
生
産
地
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
キ
ヌ
ア
の
特
産
化
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。
上
野
原
産
の
牛
ヌ
ア
を
使
っ
た

商
品
が
、
日
本
全
国
に
広
ま
る
こ
と
を
み

な
さ
ん
も
期
待
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

■
最
後
に

現
在
、
上
野
原
市
は
上
野
原
駅
周
辺
整

備
や
談
合
坂
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
設
置
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
上
野

原
市

は
、
こ
れ
ら
の
基
盤
整
備
と
、
自

然
、
文
化
、
食
な
ど
を
つ
な
げ
た
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
か
ら
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
上
野
原
市

の
応
援
を
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

11
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－
－
・

上

野

原

を

見

直

そ

う

二　_ 」

は
、
「
子
惧
た
ち
の
絵
や
作
文
に
は
、
単
に
自
然
を

描
く
だ
け
で
は
な
く
、
老
人
の
暮
ら
し
や
す
い
環

境
ま
で
思
っ
て
い
る
。
自
然
環
境
と
、
そ
こ
に
住
む

人
々
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
街
づ
く
り
を
願
い
た

い
」
（
降
矢
）
「
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
を
悪
い
と
す

る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
地
域
の
文
化
を
発
掘
す
る

場
と
捉
え
な
お
し
た
い
。
地
域
の
個
性
を
生
か
し
た

村
祭
り
等
を
楽
し
み
、
絆
を
深
め
て
、
そ
れ
を
外
に

発
信
す
る
と
い
う
思
い
を
、
子
惧
た
ち
に
受
け
継
い

で
ほ
し
い
」
（
河
内
）
と
答
え
た
。「
あ
た
り
前
に
感

じ
て
い
た
上
野
原
と
い
う
風
土
の
豊
か
さ

を
、
ま
だ
十
分
に
生
か
し
て
い
な
い
こ
と

を
、
お
二
人
の
話
か
ら
受
け
と
め
た
。
自

然
、
街
の
環
境
の
調
和
し
た
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
を
、
市
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
今

後
と
も
め
ざ
し
て
ゆ
き
た
い
」
と
江
口
市

長
が
抱
負
を
語
っ
た
。

市
内
の
小
中
学
生
か
ら
公
募
し
た
、
上

野
原
市
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文
表
彰
、
発

表
も
あ
り
、
和
田
上
野
原
教
育
長
が
、
閉

会
の
言
葉
を
述
べ
た
。

レ

12

独
白
の
文
化
発
信
地
と
し
て
故
籐

５
月
1
7日
（
日
）
上
野
原
市

制
施
行
1
0周
年
記
念
式
典
が
、

上
野
原
市
も
み
じ
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、
約
２
０
０
人
が
参
集

し
か
。

一
部
で
は
、
市
政
功
労
者
3
7

名
の
表
彰
が
あ
り
、
江
口
英
雄

上
野
原
市
長
よ
り
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
た
。
来
賓
祝
辞
と
し
て

後
藤
斎
山
梨
県
知
事
、
石
井
修

徳
県
議
会
議
長
、
堀
内
詔
子
衆

議
院
議
員
、
森
屋
宏
参
議
院
議

員
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
た
。

二
部
で
は
、
上
野
原
出
身
で

市
観
光
大
使
を
務
め
る
、
山
梨

て
い
だ
ん
　
　’

　
　
　

゛
　
　
　

ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
　犠

丿

上

野

原

市

制

十

周

年

式

典

開

催

・

・

・

・

・

山

梨

を

代

表

す

る

美

術

家

と

上

野

原

市

長

が

鼎

談
　
　

の

が

気

が

か

り

だ

」
（

河

内

）

工

野

原

の

未

来

丿

７
　
　
　
　呪
　
ｒ

た
。
自
然
と
直
に
触
れ
合
い
多
く
を
　

ど
も
た
ち
に
託
す
思
い
は

？
」
（
江
口
）
に
つ
い
て

学
ん
だ
」
と
語
っ
た
。
河
内
氏
は
「
上

野
原
駅
前
の
河
内
屋
旅
館
の
長
男
で
、

昭
和
2
3年
生
ま
れ
。
降
矢
氏
は
都
留

高
の
先
輩
だ
。
目
の
前
に
広
が
る
桂

川
の
風
景
が
自
分
の
原
点
、
感
性
の

中
心
に
あ
る
」
と
語
っ
た
。「
お
二
人

と
も
長
く
東
京
在
住
だ
が
、
外
か
ら

眺
め
て
上
野
原
の
印
象
は

？
」
と
い

う
江
口
市
長
の
問
い
か
け
に
は
「
上

野
原
に
戻
る
と
間
近
に
、
遠
く
に
と

を
代
表
す
る
洋
画
家
降
矢
組
人
氏
、
版
画
家
河
内
成

幸
氏
と
、
江
口
市
長
と
の
記
念
鼎
談
が
行
わ
れ
た
。

江
口
市
長
の
幼
少
期
は
ど
う
過
ご
し
た
の
か
の
問
い

か
け
に
降
矢
氏
は
「
西
原
村
の
山
間
で
生
育
し
た
。

昭
和
５
年
生
ま
れ
な
の
で
、
ま
だ
交
通
は
整
備
さ
れ

て
い
な
い
。
都
留
高
に
進
学
し
た
が
、
寮
生
活
を
送

り
、
休
日
は
2
0キ
ロ
の
山
道
を
歩
い
て
家
ま
で
帰
っ

山
波
が
見
え
て
、
故
郷
の

白
然
の
す
ば
ら
し
さ
に
改

め
て
感
動
す
る
。
地
元
の

子
供
た
ち
の
絵
画
を
今
回

見

さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
こ

の
自
然
を
愛
す

る
気
持
ち
が
受
け
継

が
れ
て

い
る
こ
と

が

わ
か
っ
て
嬉
し
い
」
（
降
矢
）
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
地
域
の
文
化
の
な
か
で
、
自
然
環

境
を
ど
う
生
か
す
と

い
う
視
点
か
ら
整
備

が
な
さ
れ
て

い
る
。
上
野
原
に
限
ら
な

い

が
、
日
本
で
は
開
発
優
先
に
な
り

が
ち
な
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上野原市は、桂川沿いの河岸段丘が隆起した特殊な地形のため、上野臣駅から市街地まで、急坂を数

十分のぼらないと行き着かないという、特殊な地形で発達した街だ。また、東京、神奈川と隣接してい

るので、県央のような、ばりばりの甲州弁丸出しの地域というわけでもない。甲州街道を介した山間の

宿場町でありながら、首都圏へと至る道しるべの町として栄えたのだから、甲州と関東圏を結ぶ中間地

域と捉えたほうが、わかりやすい。

養蚕地帯の地の利を生かし、甲斐絹が生産され、それを東京、横浜へと行商するルートが江戸後期か

ら明治にかけて確立され、山間の街でありながら、上野原町は、独自な文化を形成したのである。峠ひ

とつ越えれば東京へと繋がり、桂川の下流を利用すれば、相模原一体をエリアとして行商を拡大するこ

とができた。

しかし戦後、絹産業の衰退とともに、上野原に限らないが、かつて行商人で賑わった甲州街道沿いの

宿場町は、往時の活気を失っていった。中央高速道が開通しだのはいいが、かつて栄えた宿場町を直接

通るわけではない。（いささか皮肉なことではあるが、現在市内で最も栄えている商業施設は談合坂パ

ーキングエリアである）

そんな時代の流れのなかで上野原が日本全国から脚光を浴びたのは、上野原桐原村（当時）が、沖縄

県と並び、日本一の長寿村と紹介されたことによる。戦前、代用教員として上野原に赴任した古守豊甫

氏（後、医師となり甲府市内に病院を開業）は、桐原村に男女を問わず長寿者が多いことを発見した。

山梨、神奈川、東京の県境にある急峻の村、米作には不向きで、稗、粟といった穀類が主食、肉食は

ほとんどしないが川魚は豊富、急な坂をのぼり降りする日々なので足腰が鍛えられ、自家栽培の野菜

を豊富に食し、味噌、漬物といった発酵食品物を共同で分け合う、という日々の生活習慣がそこにあっ

た。平地がほとんどないので土地を奪い合う、といった発想がなく、相互扶助という豊かなコミュニケ

ーションが自ずから築かれていたことも、長寿には欠かせないことだっただろう。戦後古守医師は、桐

原村の疫学調査を他の研究機関とも連携して続け、昭和43年に発表した発表調査が認められた後、各マ

スコミに喧伝され、桐原村長寿日本一伝説が、日本全国に広まったのである。

もっとうまいものを食おうとか、周りを押しのけ金もうけをして、他人よりいい暮らしをしよう、と

いう発想がなく、「いま与えられている自然の恵みを最大限生かして、こころ豊かに暮らそう」という

共同意識、いわばスローライフ感覚が、長年にわたり自然に桐原村に浸透していたからこそ、長寿村と

なったともいえる。あくせくせずとも、天はすべてを

与えてくれるのだ。

そんな桐原の象徴として、「ふるさと長寿館」（上

野原市桐原2374 －180554 －67 －2910 ） かおる。

滋養豊かな長寿食や、地元で作られた味噌、コンニャ

ク、名物の酒まんじ ゅうといったスローフードを味わ

い、また実際に作ることができる施設だ。手始めにこ

こから、スローライフを体験してみようではないか。

（文責　山下雅人）
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大月市の「猿橋」は国名勝に指定され。

日本三大奇橋として知られる。奇橋とは日

本の古橋のなかで特に構造が特殊なもの

で、他に山口県岩国市の「錦帯橋」、富山

県黒部の「有本橋」（3 本目の橋について

は諸説ある）とされる。「錦帯橋」は、岩

国城を背景として、5 本のアーチ状の橋が

優美に連なる山口県の観光の目玉スポット

であり、世界文化遺産登録への承認が現実

妹を帯びている。それに比して、わが山梨

の「猿橋」は至って地味で、全国に知られ

る観光地とは言いがたいが、それだけに知

る人ぞ知るパワースポットなのである。

ｉ

… … ……j ｙ177 ’:l　..･J　　

‘　 ぞ

(大月市・猿橋)

その橋を渡りたくなって、平日、中央本線「猿橋駅」に降り立った。駅前広場には黒塗りのタクシ

ーが一台、千年後に来そうな客を待っている。看板のない商店が一軒あって、菓子パンとかポテトチ

ップが置かれている台が、サッシの窓越しに仄かにみえる。すぐに甲州街道に出る。旧街道はどれも

そうだが、道幅が狭いのに車の往来が激しい。アメリカントップやピザ、たこ焼きを売る屋台風の店

舗が、値札を貼り付けたまま街道沿いに放置されている。赤っぽい屋根はぼろぼろ、おそらく10年以

上そのままなのだろう。この俗世間を超越した感じの街道の鄙びた佇まいが、異次元の町に入ってゆ

くような眩輦を与えてくれるのだ。

街道沿いに十数分歩くと猿橋に着く。谷あいの難所に、一本の釘も使わず、はね木を重ね合わせる

だけで橋を架けるという、奇跡の技術が生かされた橋だ。推古天皇時代の7世紀、渡来人（百済人）

が、猿が手と手を繋ぎあって谷渡りをした、あるいは藤蔓を命綱として谷を越えた姿をみて考案され

考

たと伝承されてい る。通常の橋のように橋脚を用い ず、両岸からせり出したはね木を支点 とする特殊　
………

な工法が継承され、何度も架け変えられて現在に至ってい る。猿橋自体は長さ約30 メートル、幅3 メ

ートルほどの木橋で、眼下の川面までは約30 メートル。崖と崖を繋ぐ天空の廻廊といった佇まいだ。

橋をささえる木組みが鍵盤のような形に整えら れて美しい。断崖は垂直に切り立ち、眼下の桂川の水

流も速いので、街道を往来する旅人にとって命を繋ぐために、どうしてもなくてはならない橋だった　 レ

ことが、ありありと感じられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･｡!｡

見下ろすと崖は川面の水明かりを反映して薄緑に揺らいでいる。水と光りのさざめく橋であり、類

ゝ

／

ザ

･ J

ｊ

刄

まれなパワースポットであることに気づかされた。都市生活に疲弊したら、ともかく猿橋へ出かけ

て、その橋を渡り、千年前の旅人の気持ちを昧わってみるのもいいだろう。生きるためのひびきが、

足元から伝わってくるから。

ゝ４。

゛ ｓ

’ ｔ゙ ゛`

ｙ ぐ4

恥

ｇ

轟粁

＼11ｼこJI

（ 文 責　 山 下 雅 人 ）　　 。XJ=‘　
ぎ･

……

＼:Nﾒ4 ………‘　　　
……;jtt

／

ﾚﾚ ＼9 11:=lﾔ　　　　　･y, ｽ千゙ …
…　　14

∧ やTTN

… …
… …

……jl･1

万:　
，=

Ｅ． ｊ --

……こ1
………ヤT し=

…
… … …う 衿 ＼

卜. ’.

孝 卜 ゛･　?

…
……:jj･ﾝl

………1.11 °　 ‥‥‥　　　　
‥‥‥
「



-

15

一

一

一

-

-
圏

㎜

㎜

㎜

㎜

一

一

一

ことを目的として、7月に本会を設立することになりまし

た。

甲州市出身者或いは縁のある方々は是非ご参加ください、

入会をお待ちしております。

虞

・ 活 動 内容

口設立総会：平成27年７月17日（金）午後ら時アルカディア市ヶ谷

口年間行事：以下開催予定のイベントへの参加（平成27 年10 月～平成28 年５月）

かつぬまぶどう祭り、甲州フルーツマラソン、およっちょい祭り、

市制10 周年記念式典、武田陣中ほうとう祭り、かつぬま新酒ワイン祭り、

認証畑・認証ワインティスティングッ アー、健康ウオークIN甲州、

ひなかざりと桃の花祭り、信玄公忌、甲州市ふるさと勝頼公まつり、

大菩薩山開き「介山祭」、藤切り祭り

口広報ＰＲ：３ヶ月に一度広報誌「広報こうしゅう」を郵送

口そ の 他：首都圏開催の物産展への参加で、甲州市をＰＲ

■問い合わせ事務局 甲州 市政策秘書課秘書 ・広聴広報担 当

山梨県 甲州 市塩山於曽1085-1　 電話:0553-32-5063

F a ｘ : 0553-32-2135

e-mail : seisakｕ＠city.koshｕ.lgJp



Ｓ

皆
様
、
ご
無
沙
汰
し
て

お
り
ま
し
た
。
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
　

広
報
担
当
の
長
田
圭
介
で
す

。

月
１５
日
、
樋
口
靖
洋
監
督
の
契
約
解
除
と
佐
久
間
悟
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

新
監

曰

督
就
任
の
発
表
を
行
い
ま
し
た

１
月
中
旬
の
１
次
キ
ャ
ン
プ
始
動
か
ら
約
５
ヵ

月
、
リ
ー
グ
戦
１１
試
合
を
終
え
２
勝
９

敗
の

最
下
位
に
沈
む
チ
ー
ム
の
結
果
責
任
を
取
る
形
で

双
方
合
意
の
上
の
監

督
交
代
に
な
り
ま
し

た
。そ

れ
ま
で
の
経
緯
を
少
し
振
り
返
り

ま
す
と
、
４

月
2
9日
の

浦
和
戦
で
敗
戦
を
喫
し
た
あ

と
、
樋
口
監
督
か
ら
「
進
退
伺
」
が
ク
ラ
ブ
幹
部
に
あ
り
、
海
野
会
長
、
佐
久
間
Ｇ
Ｍ

、
樋
口

監
督
の
３
者
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
直
近
数
試
合
の
結
果
を
見

て
、
ク
ラ
ブ
が
総
合
的
に
判
断
す
る
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン

ド
の
近
く
で
毎
日
を
過
ご
す
私
の
目
に
は
、
チ
ー
ム
が

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
確
実
に
「

成
長
」
し
て
い
る
よ
う
に

映
っ
て
い
た
の
で
非
常
に
残
念
な
想
い
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
プ

ロ
の
世
界
は
結
果
が
全
て
。
如
何
な
る
状
況
で
あ
っ
て
も
最
終
的
に

は
「
結
果
」
で
評
価
さ
れ
る
世
界
で
あ
り
ま
す
。
例
え
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
「
ど
う
に
か
結
果
を
出
す
ん
だ
Ｉ
・
」
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
っ
た

と
し
て
も
・
・
。

佐
久
間
新
監
督
が
監
督
に
就
任
す
る
の
は
、
2
0
1
1

シ
ー
ズ
ン

以
来
と
な
り
ま
す
。
こ
の
時
は
三
浦
俊
也
監
督
（
現

≒
ベ
ト
ナ
ム
代

表
監
督
）
が
チ
ー
ム
を
率
い
、
４

勝
５

分
１１
敗
（
９
月
時
点
）
と
い

う
結
果
の
責
任
を
取
る
形
で

ク
ラ
ブ
初
の
監
督
交
代
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ゼ

ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
た
人
物
が
監
督
と
言
う
立
場
に

な
る
と
い
う
こ

と
で
生
ま
れ
る
メ
リ
ッ
ト
を
挙
げ
る
と
、
①
チ
ー
ム

編
成
を
中
心
的
に
行
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
選
手
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図
り
や
す
い
。
②
選
手
個
々
の
長
所
・
短

所
を
把
握
し
て
い
る
。
③
戦
術
の
改
善
が
行
い
や
す

い
。
と
い
う
部
分
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

。
特

に
③
に
関
し
て
は
、
昨
シ
ー
ズ
ン
ま
で
監
督
を
務
め

３
シ
ー
ズ
ン
連
続
で
Ｊ
Ｉ
の
舞
台
を
掴
む
と
い
う
成

績
を
残
し
た
城
福
前
監
督
と
日
頃
か
ら
密
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
成
果
・
課
題
を
十
分
に
理

解
し
て
い
る
の
で
攻
守
に
渡
っ
て
戦
術
の
修
正
や
整

理
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
の

で
す
。

そ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
要
素
を
刺
激
に
し
て
臨
ん

だ
、
モ
ン

テ
デ
ィ

オ
山
形
戦
は

佐
久
間

監
督
の

「
戦
術
の

整
理
」

と
選
手
た
ち
の

「
当

事
者
意

識
」
の
改
善
が
色
濃
く
見
え
る
戦
い
と
な
り
ま
し

た
。
監
督
交
代
直
後
に
山
本
選
手
は
「
成
績
不
振

は
監
督
だ
け
の
責
任
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
に
も
責
任
が
あ
る
」
と
い

う
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
ピ
ッ
チ
で
戦
う
選
手
た
ち
の
メ
ン
タ
リ
テ

ィ

と
、
９
年

ぶ
り

に
甲
府
に
帰
っ
て
き
た
Ｊ

Ｉ
初
昇
格
時
の
ヒ

ー
ロ

ー

「
バ
レ

ー
」
と
い
う
タ
ー
ゲ
ッ
ト

が
躍
動
し
た
こ
と
で
今
シ
ー
ズ
ン

初

の
複
数
得
点
２
－

Ｏ
で
勝
利
を
収
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

。

こ
の
勝
利
に
佐
久
間
監
督
は
、
「
樋
口
監
督
も
志
半
ば
で
お
互
い
の

合
意
の
基
で
す
が
、
ク
ラ
ブ
を
去
っ
た
訳
で
す
け
れ
ど
も
、
今
日
そ
れ

を
引
き
継
い
で

樋
口
監
督
が
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
頂
い
た
も
の
。
そ

れ
か

ら
そ
の

前
は
城
福
監
督
が
し
っ
か
り
と
作
り
上
げ
て
頂
い
た
こ

と
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
に
対
し
て

、
た
か
だ
か
１
勝
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
れ
だ
け
は
報
い
る
こ

と
が
で

き
た
か
な
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
、
こ

れ
ま
で
の
積
み
重
ね
が
今
日
の
勝
利
を
生
ん
だ
と
い
う
こ

と
を
強
調
し

ま
し
た
。

同
時
に
「
就
任
時
に
は
残
り
2
3試
合
。
１
試
合
終
わ
っ
て
2
2試
合

。

こ
れ
を
１
勝
１

敗
ペ
ー
ス
で
い
か
な
け
れ
ば
、
チ

ー
ム
の
目
標
で

あ
る

残
留
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
現
状
は
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
の

で
す
が
、
勝
っ
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
先
ほ
ど
も
言
い
ま
し
た
が
前
任

の
皆

様
に

対

し
て

１

試

合

だ
け
で

す
け

れ

ど

も
恩

返
し

が

出

来
ま

し

た

。
ま

だ

ま

だ
状

況

は
何

も
変

わ
っ

て

い

な

い
の
で

、
こ

こ

か
ら

同

じ

気
持

ち
で

頑

張

っ
て

い

き

た
い

と

思
い

ま

す
」

と

最
下

位
に

い
る
現

状

は
変

わ
ら

ず
厳
し

い

戦
い

が
続
く

こ

と
に

気
を
引

き

締
め
ま

し
た

。

し

か

し

、

そ
こ

か

ら

約
１

ヶ

月

が

経

ち

、

明
治

安

田

生

命
Ｊ

１

１

Ｓ
ｔ

ス

テ

ー
ジ

第
１５

節

（
６

／

７

）

終

了

時
点
で

の

順

位

は
１３

位

に
浮

上
－
・
佐

久

間

新
監

督

就

任
後
ヽ

リ

ー
グ

戦
で

は

３

勝
１

分

で

負

け

な
し

と
調

子

が
上

向

き

、
チ

ー
ム

は
息

を
吹

き

返
し

ま

し

た

。
こ

の

調
子

で

１

つ
で

も

上

の
順

位

を

目
指

し
て

い
き

た

い
と

思

い
ま

す

の
で

、
変

わ
ら

ぬ

ご
支

援

、

ご
声

援

を

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま

す
。
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ほぼ１か月間隔て山梨の開催となった男女プロゴルフツアーの［サマー・

トーナメント・ラッシュ］は２試合を消化。女子ツアーのリゾートトラストレ

ディス（上野原町・メイプルポイントゴルフクラブ）に続き、男子レギュラー

ツアーのISPS パンダグローバルカップ（北杜巾・ヅインテージゴルフクラブ）

が閉幕している。

しかしまだまだ、大会を見逃したゴルフファンに観戦のチャンスは残ってい

る。周辺がリゾート色真っ盛りとなる７月31日鳴沢ゴルフ倶楽部（南都留郡鳴

沢村）で「大東建託・いい部屋ネットレディス」が開幕する（8月２日まで開

催）。

最後に控えているのがすでにおなじみの富士桜カントリー倶楽部（同富士河口湖町）が舞台となるフジサンケイ

クラシック。９月３日から６日まで、富士のふもとで熱い戦いが展開される。県内外のゴルフファンにとって、今

から待ち遠しい2試合だ。（写真は昨年のフジサンケイクラシックを制した岩田寛）

昨年も大好評を博しかヴァンフォーレ甲府・首都圏サポーターの第3 回観戦

イベントを、今年は新横浜で開催します。国立競技場の改修に伴い Ｖ甲府の

首都圏における 主催ゲームが今季はありませんが「そこを 何とか」の声に押

されて、今年は横浜での開催にこぎつけました。

来る８月16 口、口曜日。 15時 半より17 時半までJR ・横浜市営地下鉄の新

横浜駅から徒歩3 分の「オリエンタル・テーブル」（横浜市港北区新横浜2-6-15

、新横浜ビジネスビル1F 、電話045 ・ 476 ・ 4884 ）で交流会を開催します

（飲み放題つき）。その後、日産スタジアムに移動し（徒歩10 分）、横浜Ｆ・

マリノス戦をＳブロ ソヽクのビジター自由席で観戦し、試合終了後は自由解散

とします。

昨年は首位の浦和とスコアレスドローに持ち込む大殊勲。 J1残留に大き

なステップとなりました。今年も苦戦の続くなか強豪横浜とのアウェー戦と

あって、首都圏サポーターの声援が選手の大きな励みとなるはずです。

先着50 名まで。会費は2時間飲み放題の交流会と、ビジター自由席チケット代込みで6500 円です。交流会受

付時に料金引き換えでチケットをお渡しします。お問い合わせおよびお申し込みは、首都圏甲府会のアドレス

（kofｕ2010＠gma11.ｃｏｍ）まで。（写真は昨年の5月６日、国立競技場での浦和戦観戦イベントから）

豊かな社会のＩＣＴ基盤を支える　、

ものづくりの根幹がここにあります。

NEC プラットフォームズ 甲府事業所

(旧ＮＥＣコンピュータテクノ)　　

山梨県甲府市大津町1088-3
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Pｏけｖ ＆ 吋 ｏrｍ(涌ｏｎ
首都圏で催された集いを紹介しています

″

、

ｌ

ｆ

く
ａ
り

ｙ第
6
7回
中
野
区
山
梨
県
人
会
総
会
・
懇
親
会
開
催

“
　
央
本
線
で

繋
が
る
中
野
区
と
山
梨
、
一
層
の
交

閻

流
を
深
め
よ
う
と
9
0名
が
集
う

３
月
９９一
日

（
日
）
午
前
Ｈ
時
3
0
分
よ
り
中
野
サ

ン

プ
ラ
ザ
に
て
、
第
6
7
回
中
野
区
山
梨
県
人
会

（
土
橋

正

会
長
）
の
総
会

・
懇
親
会

が
約
9
0
名

の
参
加
を
得

て
開
催
さ
れ
た
。
佐
野
れ

い
じ
副
会
長
の
司
会
進
行

に
よ
り

、
会

の
物

故
者
を
悼
ん
で
全
員
で
黙
祷
を
捧

げ
た
。
内
田
武
男

副
会
長
に
よ
る
開
会
の
こ

と
ば
に

続

い
て
、
土
橋
会
長

は
「
中
野
区

は
大
学
が
誘
致
さ

れ
て
都
内
屈
指

の
開
発

を
遂

げ
て
い
る
。
ふ
る
さ
と

を
介
し
て
活
動
し

て
い
る
中
野

の
会

は
山
梨
と
東

京

を
結

ぶ
絶
好

の
拠
点

、
会
と
し
て

高
齢
化

は
進
ん
で

い
る
が
、
交

流
に
携
わ

る
役
員
は
み

な
元
気
」
と
、
会
の
パ
ワ
ー
を
次
世

代
に
つ
な
げ
た
い
と

い
う
意
欲
を
示

し
か
。

土
橋
会
長
を
議
長
と
し
て
議
事
に

入
り

、
小

泉
正

近
副
会
長
よ
り
会

務
、
収
支
報

告
が
あ
り

、
拍
手

を

持
っ
て
承
認
さ
れ
た
。
来
賓
祝
辞
と

し
て

布
施

智
樹
県
東

京
事
務
所

長

が
、
「
後
藤
新
知
事
の
も
と
人
口
増

を
め
ざ
し
て
山
梨
の
魅
力
を
世
界
に

発
信
し
よ
う
と
県
一
丸
と
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
」
と
現
況
を
紹
介
し
た
。

田
中
大
輔
中
野
区
長
は

、
「
中
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野
と
山
梨
は
中
央
本
線
で
繋

が
っ
て

い
て
絆
は
強

い
。
甲
州
市
と
も
里
町
連
携
を
し
て

い
て
、
長
期

間
滞
在
の
便
宜
を
図
る
等
、
具
体
的
に
事
業
化
を
進

め
た
い
」
と
語
っ
た
。
弦
間
明
県
人
会
連
合
会
会
長

は
「
サ
ミ
ユ
エ
ル
ウ
ル
マ
ン
は
、
『
年
を
重
ね
た
だ

け
で
老
い
は
し
な
い
。
理
想
を
失
っ
た
時
は
じ
め
て

老
い
が
来
る
』
と
い
っ
て
い
る
。
県
人
会
と
し
て
も

大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
ち
、
計
画
を
た
て
て
実
践
す

る
こ
と
が
大
切
。
会
員
の
目
線
で
、
つ
ね
に
全
体
に

配
慮
し
、
高
い
倫
理
観
を
も
っ
て
活
動
に
取
り
組

も
う
」
と
述
べ
た
。
有
野
芳
邦
足
立
区
山
梨
県
人
会

会
長
、
長
田
正
品
川
区
山
梨
県
人
会
会
長
も
、
そ
れ

ぞ
れ
挨
拶
し
た
。
折
原
烈
男
顧
問
（
折
原
コ

ー
ヒ
ー

㈱
・
会
長
）
の
乾
杯
の
音
頭
で

懇
親
会
に
移
っ
た
。
松
本
文
明

衆
議
院
議
員
、
川
井
し
げ
お
都

議
会
議
員
な
ど
も
挨
拶
し
た
。

ま
た
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
堀
内

恒
夫
参
議
院
議
員
が
読
売
巨
人

軍
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ

た
。
「
実
家
は
代
々
続
く
絹
糸

屋
た
っ
た
。
幼
い
頃
右
手
の
怪

我
に
よ
り
指
一
本
が
短
く
な
っ

た
。
だ
が
そ
の
こ
と
に
よ
り

自
然
に
投
げ
て
も
球
の
変
化

す
る
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
投
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
プ
ロ

J
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第
2
5回
女
性
の
會

の
選
手
と
し
て
通
用
す
る
投
球
術
を
身
に
着
け
た
。

巨
人
に
入
団
し
た
年
に
ド
ラ
フ
ト
制
度

が
導
入
さ

れ
、
契
約
金
6
0
0
0

万
円
も
ら
え
る
は
ず
だ
っ
た

が
1
0
0
0

万
円
に
減
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
痛

か
っ
か
。
そ
の
頃
実
家
の
絹
糸
業
が
傾
い
て
い
た
か

ら
。
投
手
と
し
て
2
6勝
あ
げ
た
時
も
、
そ
れ
ほ
ど
年

俸
が
あ
が
ら
な
か
っ
た
。
当
時
は
長
島
さ
ん
、
王
さ

ん
で
巨
人
軍
の
総
給
与
の
三
分
の
一
を
占
め
、
残
り

を
6
2名
で
分
け
る
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
か
ら
。
難
し

い
こ
と
を
、
い
と
も
簡
単
に
や
る
の
が
プ
ロ
。
夢
を

高
い
と
こ
ろ
に
お
い
て
政
治
の
世
界
で
も
努
力
し
た

い
」
等
と
語
っ
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
純
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
や
カ
ラ
オ
ケ

を
楽
し
み
、
坂
井
寛
子
さ
ん
の
日
本
舞
踊
「
白
雲
の

船
」
で
は
土
橋
会
長
が
歌
唱
を
担
当
、
盛
ん
な
拍
手

を
浴
び
た
。
藤
巻
茂
常
任
理
事
の
万
歳
三
唱
に
よ
り

午
後
２
時
半
頃
散
会
し
か
。

隅
を
ほ
の
か
に
照
ら
し
だ
せ
る
よ
う
な
温
か
い

間

会
に
、
と
中
込
会
長
が
抱
負
を
謳
る

第
2
5回
山
梨
県
人
会
女
性
の
会
（
中
込
勝
子
会

長
・
増
穂
町
出
身
）
が
、
４
月
３
日
、
千
代
田
区
の

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
て
開
催
さ
れ
約
１
２
０
名

が
参
集
し
た
。

中
込
会
長
は
「
こ
の
会
は
平
成
２
年
に
県
人
会
婦

人
部
と
し
て
発
足
、
わ
た
し
は
平
成
2
0年
か
ら
会
長
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を
務
め
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
一
隅
を
照
ら
す
こ

こ
ろ
を
忘
れ
ず
、
桜
の
花
と
同
じ
よ
う
に
ほ
の
か
に

明
る
く
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
活
動
の
場
と
し
て
、

次
世
代
へ
と
末
永
く
続
く
会
と
し
た
い
」
と
抱
負
を

述
べ
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
公
務
で
欠
席
し
た
後
藤
斎
県
知
事

の
代
理
と
し
て
、
新
任
の
佐
野
宏
県
東
京
事
務
所
長

が
、
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
。
人
口
減
少
を
食

い
止
め
、
大
き
な
転
換
を
め
ざ
す
山
梨
の
今
後
の
展

望
が
伝
え
ら
れ
た
。
弦
間
明
県
人
会
連
合
会
会
長

（
旧
一
宮
町
出
身
）
は
「
中
込
会
長
の
ス
ピ
ー
チ
か

ら
、
よ
ろ
こ
び
、
つ
な
が
り
、
と
い
う
２
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
が
あ
る
と
感
じ
た
。
常
に
前
向
き
に
つ
な
が

り
を
も
ち
、
感
謝
し
あ
う
こ
と
が
、
世
の
中
全
体
が

幸
せ
に
な
る
原
動
力
に
な
る
」
等
と
語
っ
た
。
清
水

昭
三
宿
病
院
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
長
が
「
長
寿
の
た
め

の

健

康

法

」
　
を

テ
ー
マ
に

講
演
、
具

体
的
な
実

践
法
に
つ

い
て
語
っ

た
。
続
い

て
女
優
の

奥
山
員
佐

子

さ

ん

（
甲
府
市
出
身
）
が
村
岡
花
子
他
、
明
治
、
大
正
、

昭
和
を
通
じ
て
女
性
の
生
き
方
を
反
映
し
た
文
章
を

朗
読
し
た
。
懇
親
会
に
移
り
、
志
村
司
郎
県
人
会
連

合
会
会
長
代
行
が
開
会
の
挨
拶
を
述
べ
、
中
村
忠
正

県
人
会
連
合
会
会
長
代
行
（
旧

勝
沼
町
出
身
）
が

「
中
込
会
長
の
卓
越
し
た
り
Ｉ
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
女
性

の
会
は
、
連
合
会
に
と
っ
て
も
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
に
な
っ
た
」
と
乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
た
。
保
坂

武
甲
斐
市
長
も
挨
拶
、
有
野
芳
邦
県
人
会
連
合
会
会

長
代
行
（
旧
白
根
町
出
身
）
の
万
歳
三
唱
に
よ
り
散

会
し
た
。

西

東

京

県

人

会

開

催

さ

れ

る

上
会
長
代
行
の
下
、
一
層
の
結
束
を
誓
う

１
　

４
月
４
日
西
東
京
県
人
会
総
会
が
、
西
東
京

市
役
所
田
無
庁
舎
に
1
7名
が
集
合
し
、
志
村
事
務
局

長
の
司
会
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

井
上
副
会
長
は
会
長
代
行
と
し
て
の
挨
拶
で
「
昨

年
度
も
総
会
に
始
ま
り
諸
会
務
が
実
施
さ
れ
た
が
、

年
々
会
員
が
減
少
し
、
計
画
を
立
て
て
も
予
定
通
り

の
実
施

が
出
来
に
く
い
事
も
多
々
見
ら
れ
る
様
に

な
っ
て
い
る
。
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
よ
り
一
層
健
康

に
留
意
し
て
頂
き
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
楽
し
い
県

人
会
が
続
け
ら
れ
る
様
に
努
力
を
お
願

い
し
た
い
」

と
述
べ
た
。
続
い
て
来
賓
の
山
梨
県
東
京
事
務
所
の

佐
野
宏
所
長
が
挨
拶
さ
れ
「
東
京
事
務
所
に
は
３
年

前
に
も
企
画
推
進
官
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
が
、
今

年
は
所
長
と
し
て
の
勤
務
と
な
り
、
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
聞
き
し
、
皆
さ
ん
の
思
い
を
後
藤
斎
新
知
事

に
届
け
る
役
割
を
果
た
し
た
い
。
ま
た
後
藤
知
事
が

掲
げ
る
↓

０
０
万
人
都
市
山
梨
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
山

梨
プ
ラ
チ
ナ
構
想
を
県
が
一
丸
と
な
っ
て
推
進
し
て

い
る
中
、
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
、
中
部
横
断
道

の
開
通
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
関
連
や
週
刊

誌
等
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
移
り
住
み
た
い
県
の
陥

Ｉ
と
な
っ
て
い
る
事
等
々
を
山
梨
の
発
展
に
繋
げ
て

行
き
た
い
が
、
山
梨
県
人
会
の
皆
様
の
協
力
を
今
ま

で
以
上
に
頂

い
て
、
ふ
る
さ
と
創
生
に
向
か
っ
て
努

力
し
た
い
と
思
う
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

た
い
」
と
述
べ
た
。
更
に
来
賓
と
し
て
県
人
会
連
合

会
の
長
沼
真
事
務
局
長
は
「
山
梨
県
人
会

の
会
員

は
、
厳
し
い
気
候
や
険
し
い
地
形

に
鍛
え
ら
れ
、

前
向
き
な
努
力

を
身
に
着
け
ら

れ
、
首
都
圏
に

於
い
て
も
立
派

な
業
績
を
残
し

て
い
る
方
が
比

較
的
多
い
様
に

思
う
。
西
東
京

市
は
山
梨
県
人

会
の
地
盤
と
し

て
も
大
切
な
地

域
で
あ
り
、
前
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首都圏で催された集いを紹介しています

向
き
に
活
動
さ
れ
て

い
る
方
も
多
々
お
見
受
け
す

る
。
県
人
会
全
体
と
し
て
も
「
山
梨
ワ
ン

バ
ン
ト

レ
ッ
ド
倶
楽
部
」
等
の
活
動
を
通
し
て
、
若
い
人
も

県
人
会
に
加
入
す
る
状
況
が
、
こ
こ
へ
来
て
見
ら
れ

る
様
に
な
っ
て
い
る
。
西
東
京
市
の
県
人
会
に
つ
い

て
も
、
是
非
現
在
の
活
動
を
維
持
し
、
今
後
の
発
展

を
期
し
て
頂
き
た
い
」
と
述
べ
た
。
続
い
て
議
事
に

入
り
井
上
副
会
長
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
議
事
は
総

て
承
認
可
決
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
会
場
は
市
庁
舎
内

の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
い
こ
い
」
に
移
さ
れ
、
懇
親
会
が

賑
や
か
な
歓
談
の
内
に
行
わ
れ
、
最
後
に
一
同
武
田

節
の
斉
唱
と
万
歳
三
唱
に
よ
り
1
9時
過
ぎ
、
会
は
盛

会
裏
に
終
了
し
か
。

多

摩

市

山

梨

県

人

会

’
　
3
9回
多
摩
市
山
梨
県
人
会
総
会
及
び
懇
親
会
が

口

４
月
５
日
、
多
摩
セ
ン
タ
ー
の
極
楽
の
湯
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

会
員
5
5名
の
う
ち
2
3名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

若
木
敏
彦
事
務
局
長
よ
り
、
会
の
運
営
及
び
会
計

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
初
代
会
長
由
井
重
光
さ
ん
、
４
代
目

会
長
宮
野
節
朗
さ
ん
が
ご
逝
去
さ
れ
た
の
を
悼
み
お

二
人
の
ご
冥
福
を
祈
り
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

秋
山
正
仁
会
長
は
、
「
今
年
で
3
9周
年
、
明
年
は
4
0

周
年
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
代
々
の
会

長
を
中
心
に
毎
年
休
む
事
無
く
持
続
し
て
こ
ら
れ
た

こ

と

に

対

し

て
、
深
く
感
謝

し
て
い
ま
す
。

明
年
は
4
0周
年

を
記
念
し
て
郷

里
の
リ
ニ
ア
展

示
館
や
世
界
遺

産
の
富
士
山
周

辺
で
総
会
を
し

た

い

」

と

決

意
を
述
べ
ま
し

た
。
乾
杯
の
音

頭
は
大
野
康
二
郎
副
会
長
（
9
3歳
）
が
行
い
、
そ
の

後
は
全
員
で
近
況
報
告
し
約
３
時
間
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

中
締
め
は
、
元
上
野
原
市
議
会
議
員
の
鈴
木
敏
行

監
事
が
行
い
全
員
が
明
年
の
総
会
を
楽
し
み
に
し
つ

つ
散
会
し
ま
し
た
。

櫃
理
事
の
６
名
が
紹
介
さ
れ
、
挨
拶
を
行
っ
た
。

「
弦
開
明
会
長
挨
拶
」
新
年
度
の
常
任
理
事
・
理
事

合
同
会
議
を
迎
え
、
い
ろ
い
ろ
と
有
る
が
是
非
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
う
。
ま
た
先
ほ

ど
６
人
の
新
任
役
員
の
方
に
ご
挨
拶
を
頂
い
た
が
、

ふ
る
さ
と
山
梨
に
対
す
る
強
い
情
熱
を
感
じ
、
是
非

そ
の
情
熱
を
県
人
会
連
合
会
に
取
り
入
れ
て
、
活
動

を
更
に
活
発
に
し
て
行
く
事
が
大
切
で
あ
る
と
感
じ

た
次
第
で
あ
る
。
世
の
中
は
、
2
0世
紀
の
男
性
中
心

で
お
金
や
物
質
に
価
値
観
を
お
く
社
会
か
ら
、
2
1世

紀
に
入
り
知
性
の
集
積
、
共
生
、
意
識
（
感
性
、
感

覚
）
を
重
要
視
す
る
社
会
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
。

そ
れ
は
心
の
方
向
へ
価
値
観
が
向
か
う
事
で
あ
り
、

相
対
的
価
値
に
対
し
て
、
数
字
で
測
り
き
れ
な
い
絶

対
的
価
値
が
重
視
さ
れ
る
社
会
で
あ
る
。
私
達
の
先

人
で
あ
る
小
林
一
三
氏
が
宝
塚
歌
劇
団
が
志
向
す
る

方
向
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
「
清
く
正
し
く
美
し
く
」

と
い
う
言
葉
は
、
「
真
・
善
・
美
」
と
い
う
事
を
分

（
記
・
秋
山
正
仁
）
　
　
り
易
く
言
っ
た
言
葉
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
2
1世
紀
に
生
き
る
私
達
は
、
こ
の
「
真
・
善
・

平
成
2
7年
度
第
１
回
常
任
理
事
・
理
事
合
同
会
議

成
2
7年
4
e
:

日
、
上
野
精
養
軒
に
て
5
6名
の

回

出
席
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

［
司
会
］
　
　伊
藤
朝
子
常
任
理
事
　
　［
開
会
の

辞
］
　
長
田
正
総
務
委
員
長
　
「
新
任
役
員
紹
介
」

鷹
野
正
明
副
会
長
　

保
坂
岳
深
副
会
長
　

宮
下
孟
本

理
事
　
吉
田
文
子
理
事
　
斉
藤
春
雄
理
事
　
河
西

美
」
を
重
視
し
て
良
き
時
代
を
築
い
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

「
山
梨
県
東
京
事
務
所
　

佐
野
宏
所
長
挨
拶
」
今

年
４
月
よ
り
前
布
施
智
樹
所
長

の
後
任
と
し
て
就

任
し
た
。
東
京
事
務
所
は
３
年
前
の
企
画
推
進
官

に
続
い
て
の
勤
務
と
な
る
が
、
今
回
の
所
長
と
し
て

勤
務
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
後
藤
斎
新
知
事
が
掲
げ
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る
１
０
０
万
人
都
市
山
梨
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
山
梨
プ

ラ
チ
ナ
構
想
の
推
進
に
当
り
、
山
梨
県
人
会
連
合
会

の
弦
間
会
長
が
提
唱
・
推
進
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
リ

ン
ケ
ー
ジ
２
０
０
」
に
相
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の

で
、
山
梨
県
人
会
の
皆
様
の
協
力
を
今
ま
で
以
上
に

頂

い
て
、
ふ
る
さ
と
創
生
に
向
か
っ
て
努
力
し
た
い

と
思
う
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
た
い
。

「
議
事
」
会
則
に
よ
り
、
議
長

に
弦
間
明
連
合
会
会
長

が
選
任

Ｌ

さ
れ
議
事
に
入
っ
た
。

各
委
員
会
報
告
　
　
　
　
　
　
　

‐

（
Ｉ
）
長
田
正
総
務
委
員
長
報

告
　

第
6
6回
定
例
総
会
の
総
会

次
第
、
懇
親
会
次
第
、
総
会
収

支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
。

（
２
）
中
村
芳
文
会
計
よ
り
平

成
2
6年
度
収
支
決
算
報
告
承
認

の
件
。
（
３
）
有
野
征
雄
監
事

よ
り
平
成
2
6年
度
監
査
結
果
、

会
計
処
理
に
つ
い
て
す

べ
て
適

い
て
、
第
一
回
打
ち
合
わ
せ
か
ら
［
平
成
2
7年
２
月
2
0

日
　

第
二
回
打
ち
合
わ
せ
　
第
三
回
打
ち
合
わ
せ

［
４
月
2
1日
「
平
成
2
7年
３
月
2
4日
」
を
経
て
、
甲

州
市
よ
り
田
追
篤
市
長
、
深
沢
政
策
秘
書
課
長
、
武

渾
政
策
秘
書
課
長
補
佐
、
県
人
会
よ
り
中
村
会
長
代

行
、
中
込
組
織
委
員
長
、
萩
原
広
報
委
員
長
、
向
山

理
事
等
の
参
加
に
よ
り
協

議
が
進
め
ら
れ
た
。
②
今

後
の
県
人
会
設
立
に
つ
い

て
今
後
中
央
市
並
び
に
都

留
市
の
郷
友
会
設
立
を
今

年
度
中
に
実
現
す
る
よ
う

努
力
す
る
。
（
７
）
中
岡

啓
子
事
業
委
員
長
報
告
①

第
５
回
水
源
林
植
樹
会

１
１
月

か
ら
の
甲
府
市

と
の
打
ち
合
わ
せ
に
よ

り

、
当
事
業

の
実
施

の

準
備

が
進
め
ら

れ
、
各

個
別
県
人
会

の
会
長

並

び
に
連
合
会
役
員

宛
に

正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
旨
報
告
の
件
。
（
４
）
中
村
　

４
月
1
8日
の
甲
府
市
有
林
に
於
け
る
実
施
と
参
加
呼

芳
文
会
計
よ
り
平
成
2
7年
度
収
支
予
算
（
案
）
上
程
　

び
か
け
の
文
書
送
付
に
至
っ
た
。
‥
1
1
第
５
回
事
業
委

の
件
　

（
５
）
土
橋
正

総
務
副
委
員
長
よ
り
会
則
　

員
会
（
３
月
1
7日
　
出
席
1
0名
）
に
於
い
て
参
加
者

第
３
条
会
員
規
則
に
お
け
る
会
員
の
入
会
及
び
退
会
　

募
集
、
当
日
の
役
割
分
担
及
び
実
施
予
算
に
つ
い
て

に
つ
い
て
改
正
案
上
程
の
件
。
（
６
）
向
山
一
夫
組
　

協
議
し
た
②
そ
の
他
、
春
の
「
水
源
林
植
樹
会
」
は

織
委
員
報
告
　
①
首
都
圈
甲
州
市
県
人
会
設
立
に
つ
　

事
業
委
員
や
他
の
方
々
の
協
力
を
得
て
予
定
通
り
行

え
た
。
秋
の

Ｔ
や
ま
な
し
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
に
お
い

て
も
是
非
皆
さ
ん
の
参
加
と
周
囲
へ
の
参
加
呼
び
か

け
に
ご
協
力
頂
き
た
い
。
（
８
）
志
邨
守
ふ
る
さ
と

納
税
推
進
副
委
員
長
報
告
①
平
成
2
6年
1
2月
末
の
実

績
報
告
　
件
数
６
４
３
件
　
金
額
2
0
4
4
1

千
円

（
内
県
人
会
山
梨
県
様
式
　
１
９
７
件
9
5
2
7

千

円
）
※
前
年
同
期
比
　
件
数
＋
4
2
1

件
　
金
額
＋
5
6
4
4

千
円
②
推
進
委
員
会
と
の
意
見
交
換
会
が

平
成
2
7年
１
月
1
4日
に
山
梨
県
東
京
事
務
所
に
於
い

て
、
山
梨
県
知
事
政
策
局
の
依
田
政
策
主
幹
、
奈
良

副
主
査
、
布
施
山
梨
県
東
京
事
務
所
長
他
２
名
、
ふ

る
さ
と
納
税
推
進
委
員
一
内
田
孝
委
員
長
他
６
名
の

出
席
に
よ
り
、
・
Ｉ
平
成
2
6年
度
の
反
省
一
県
産
品
の

謝
礼
制
度
に
よ
り
件
数
は
増
加
し
た
割
に
金
額
が
伸

び
な
か
っ
た
。
‥
H
2
7
年
度
に
対
す
る
対
策
と
要
望
一

寄
付
金
額
に
応
じ
た
謝
礼
品
の
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
、
謝

礼
品
の
内
容
の
充
実
等
に
つ
い
て
。
ぶ
平
成
2
7年
度

税
制
改
正
案
に
つ
い
て
確
認
等
の
各
項
目
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
た
。
（
９
）
萩
原
能
成
広
報
委
員
長
報
告

①
「
富
士
の
国
」
平
成
2
7年
開
花
号
［
４
月
１
日
発

行
］
に
つ
い
て
　
・
１
２
月
６
日
（
金
）
編
集
会
議

記
事
の
内
容
と
共
に
、
個
別
県
人
会
の
情
報
掲
載
を

充
実
さ
せ
る
②
購
読
者
拡
大
策
に
つ
い
て
未
読
者
に

試
読
の
機
会
を
提
供
し
県
人
会
全
体
の
浸
透
度
を
高

め
る
対
策
を
講
じ
る
。
③
平
成
2
6年
度
末
「
富
士
の

国
」
収
支
状
況
に
つ
い
て
　
連
合
会
か
ら
の
補
助
金

を
使
用
せ
ず
黒
字
と
な
っ
た
。
①
そ
の
他
　
各
県
人
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会
の
行
事
や
出
来
事
を
「
富
士
の
国
」
へ
情
報
と
し

て
寄
せ
ら
れ
た
い
。
ま
た
今
後
の
行
事
予
定
を
、
昨

年
同
様
添
付
の
用
紙
に
て
事
務
局
宛
お
送
り
願

い
た

―

○

し

（
1
0）
坂
井
寛
子
芸
能
委
員
長
報
告
①
５
月
2
3

日
開
催
の
連
合
会
総
会
後
の
懇
親
会
時
の
芸
能
の
出

し
物
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
講
師
・
藤
岡
淳
子
他
1
0

名
　
所
要
時
開
1
5分
、
日
本
舞
踊
寛
舞
流
（
鵬
録

会
）
８
名
　
滝
の
白
糸
６
分
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
　
小
倉

浩
二
1
5分
。
以
上
1
0項
目
に
亘
る
各
役
員
報
告
に
つ

き
上
程
さ
れ
総
て
異
議
な
く
承
認
可
決
さ
れ
た
。

議
長
よ
り
以
上
に
て
1
0項
目
の
報
告
を
終
了
し
か

旨
述
べ
ら
れ
、
質
問
や
意
見
も
無
く
予
定
は
総
て
終

了
し
た
と
、
1
5時
閉
会
が
宣
せ
ら
れ
た
。

第
3
0回
東
甲
倶
楽
部
開
催

ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
日
本
人
の
あ
り
方
を
学

』

び
、
4
0人
が
交
流

４
月
2
0日
、
第
3
0回
東
甲
倶
楽
部
（
宮
滓
公
廣
会

長
）
の
総
会
、
懇
親
会
が
、
立
川
市
「
立
川
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
」
で
開
催
、
4
0名
が
参
集
し
た
。

同
会
は
立
川
市
周
辺
に
居
住
す
る
企
業
家
を
中
心

と
し
た
県
人
会
で
、
経
済
、
文
化
に
関
わ
る
勉
強
会

も
地
道
に
積
み
重
ね
て
き
て

い
る
。
宮
洋
会
長
は

「
本
会
は
西
東
京
山
梨
倶
楽
部
と
し
て
発
足
し
た
。

最
近

の
活
動
と
し
て
は

『
金
丸
信
元
副
総
理
生
誕

１
０
０
周
年
記
念
』
と
し
て
北
朝
鮮
訪
問
団
に
５
名

が
加
わ
っ
た
の
で
、
見
聞
し
て
き
た
こ
と
を
正
確
に

伝

え

た

い

。

富

士

山

の

文

化

遺

産

登

録

に

つ

い

て

も

協

力

団

体

と

し

て

７

年

前

か

ら

活

動

。

『
富

士

山

の

日

フ

ェ

ス

タ

』
　に

も

参

加

し

た

。

富

士

山

の

環

境

汚

染

を

ど

う

食

い

止

め

る

か

が

今

後

の

課

題

」

等

と

語

っ

た

。

加

瀬

英

明

日

本

文

化

協

会

会

長

の

「

世

界

で

日

本

ほ

ど

良

い

国
は
な
い
」
の
講
演
が
あ
り
、
「
天
皇
制
は
１
２
５

代
、
こ
れ
だ
け
続
い
た
国
は
な
い
。
天
皇
と
神
道
は

一
体
の
も
の
。
そ
し
て
神
道
は
ロ
ジ
ッ
ク
で
は
な
く

心
で
感
じ
る
も
の
で
、
特
定
の
宗
教
を
信
仰
す
る
の

と
は
相
違
す
る
」
と
し
て
、
西
洋
大
や
中
国
人
、
韓

国
人
の
発
想
方
法
と
は
ま
っ
た
く
違
う
こ
と
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
た

。
「
最
高
の
神
様
を
女
性
に

し
て
い
る
の
は
日
本
だ
け
。
（
天
照
大
御
神
）
だ
か

ら
非
常
に
や
さ
し
い
。
母
性
原
理
の
文
化
で
あ
り
、

理
屈
で
は
な
く
感
性
の
国
で
あ
る
」
と
も
語
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
日
本
人
の
進
む
べ
き
展
望
を
示

し
た
。

懇
親
会
で
は
来
賓
と
し
て
初
鹿
野
晋
一
山
梨
県
産

業
労
働
部
産
業
集
積
課
課
長
が
「
後
藤
新
知
事
の
も

と
、
中
部
自
動
車
横
断
道
の
開
通
に
伴
っ
て
、
新
た

な
工
業
団
地
の
建
設
が
検
討
さ
れ
て
い
る
」
等
、
県

の
活
動
状
況
が
語
ら
れ
た
。
石
原
洋
人
県
東
京
事
務

所
次
長
は
「
市
川
三
郷
町
出
身
だ
が
東
京
に
単
身
赴

任
し
て
山
梨
の
良
さ
を
改
め
て
知
っ
た
」
と
述
べ

た
。
鈴
木
浩
文
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会

会
長
は
「
宮
滓
会
長
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興

味
を
も
つ
こ
と
が
成
功
の
秘
訣
と
い
わ
れ
、
よ
し
な

ん
に
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。
山

梨
の
中
小
企
業
は
若
手
経
営
者
も
多
い
の
で
新
し
い

ア
イ

デ
ア
を
取
り
込
ん
で
活
性
化
さ
せ
た
い
」
と
抱

負
を
語
っ
た
。

第
3
5回
甲
斐
ク
ラ
ブ

一・
　
　
　田

さ

ん

が

初

制

覇

―・
飯

窪

さ

ん

の

連

覇

を

阻

む

口
　
3
5

回

の

記

念

大

会

と

な

っ

た

山

梨

県

人

会

連

合

会

の

ゴ

ル

フ

コ

ン

ペ

「

甲

斐

ク

ラ

ブ

」
　
（
井

上

幸

彦

会

長

）

が

４

月
2
3
日

、

都

留

カ

ン

ト

リ

ー

倶

楽

部

で

開

催

さ

れ

た

。

こ

の

日

は

朝

か

ら

空

か

き

れ

い

に

晴

れ

上

が

る

絶

好

の

ゴ

ル

フ

日

和

。

首

都

圏

及

び

県

内

か

ら

、
1
1
1
1
1
1

一
人

が

参

加

し

た

（

集

合

写

真

）

。

コ

ン

ペ

は

新

ペ

リ

ア
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’
１

１

－

方

式

で

行

わ

れ

、

ヽ
不

ッ

ト
7
3
・

８

か
ご

マ

ー

ク

し

た

鶴

田

久

雄

さ

ん

が

初

優

勝

を

飾

っ

た

。

プ

レ

ー

後

の

表

彰

式

で

は

、

前

回

優

勝

の

飯

窪

光

隆

さ

ん

よ

り

鶴

田

さ

ん

（
写

真

右

）

に

優

勝

杯

が

贈

ら

れ

た

。3
6回

大

会

は

今

年

の

秋

に

開

催

の

予

定

。

参

加

ご

希

望

の

方

は

山

梨

県

人

会

連

合

会

ま

で

。

平
成
2
7年
　
横
浜
山
梨
県
人
会
春
の
集
い
開
催

’
゛

浜
山
梨
県
人
会
春
の
集
い
に
１
１
６
名
が
集
う

口
　

山
峡
の
地
甲
斐
か
ら
開
明
の
港
横
浜
ま
で
、

甲
州
人
が
移
住
し
て
か
ら
約
１
世
紀
・
・
・
そ
こ
で

発
足
し
か
「
横
浜
山
梨
県
人
会
」
は
山
梨
最
古
の
県

人
会
だ
。
そ
の
横
浜
山
梨
県
人
会
（
遠
藤
恵
弘
会

長
）
春
の
集
い
が
、
４
月
2
6日
正
午
よ
り
、
新
横
浜

駅
、
横
浜
メ
モ
リ
ア
ル
ソ
シ
ア
2
1で
開
催
さ
れ
た
。

横
浜
市
内
1
6支
部
よ
り
１
１
６
名
が
参
加
し
、
カ
ラ

オ
ケ
等
を
楽
し
み
親
睦
し
た
。

見
藤
日
勝
副
会
長
（
甲
府
市
黒
平
出
身
、
僧
侶
）

の
司
会
に
よ
り
、
三
森
東
亜
副
会
長
（
甲
州
市
塩
山

出
身
）
が
開
会
の
辞
を
述
べ
、
遠
藤
会
長
は
「
1
0月

に
は
9
0周
年
記
念
の
会
が
開
か
れ
る
。
郷
土
を
介
し

た
絆
を
確
か
め
今
日
一
日
を
楽
し
く
過
ご
そ
う
」
と

挨
拶
し
た
。
遠
藤
会
長
は
東
京
浅
草
出
身
だ
が
、
母

方
の
実
家
は
牧
丘
町
の
名
刹
「
洞
雲
寺
」
で
あ
り
、

小
学
校
の
一
時
期
は
同
地
で
過
ご
し
た
と
の
こ
と
。

「
横
浜
そ
ご
う
デ
パ
ー
ト
」
の
経
営
に
長
年
関
わ
っ

て
き
た
経
済
人
で
も
あ
る
の
で
「
会
存
続
の
た
め
に

は
、
経
理
面
を
し
っ
か
り
管
理
す
る
こ
と
も
大
切
」

と
語
っ
た
。
特
別
企
画
と
し
て
古
屋
茂
利
元
間
組
専

務
（
身
延
町
飯
富
出
身
）
に
よ
る
「
武
田
信
玄
筆
頭

家
老
・
飯
富
兵

部
を
語
る
」
の

ミ
ニ
講
演
会
が

開
か
れ
た
。
古

屋
氏
自
身
が
飯

富
兵
部
の
家
系

で
あ
り
、
「
甲

州
の
猛
虎
」
と

称
さ
れ
た
勇
将

の
劇
的
な
生
涯

が
興
味
深
く
語

ら
れ
た
。

ま
た
当
日
、
飯
富
兵
部
子
孫
直
系
で
、
身
延
町
飯

富
で
建
設
業
「
一
番
会
」
を
営
む
古
屋
昇
氏
も
出

席
、
挨
拶
し
た
。
内
田
弘
保
名
誉
会
長
（
都
留
市
出

身
、
元
文
化
庁
長
官
）
の
乾
杯
の
音
頭
に
よ
り
懇
親

会
に
移
り
、
宴
だ
け
な
わ
と
な
っ
て
宮
下
卓
雄
副
会

長
（
富
士
吉
田
市
出
身
）
の
先
導
に
よ
り
各
会
員
に

よ
る
カ
ラ
オ
ケ
が
披
露
さ
れ
「
武
田
節
」
を
全
員
で

歌
っ
た
。
田
中
昴
副
会
長
（
甲
斐
市
出
身
）
が
中
締

め
の
音
頭
を
と
っ
た
。

品
川
区
山
梨
県
人
会
総
会
・
懇
親
会
開
催
さ
れ
る

開
明
山
梨
県
人
会
連
合
会
会
長
が
記
念
講
演

回
　

五
月
晴
れ
の
５
月
1
0日
、
3
3名
の
来
賓
を
含

め
１
０
０
名
が
五
反
田
ユ
ー
ポ
ー
ト
に
参
集
し
た
。

総
会
は
加
藤
一
興
副
会
長
の
司
会
進
行
に
よ
り
、

青
沼
弘
副
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
に
続
き
、
長
田
正

会
長
が
挨
拶
で
「
第
6
8回
総
会
を
開
催
す
る
に
当
た

り
、
第
１
点
と
し
て
、
当
会
場
『
五
反
田
ユ
ー
ポ
ー

ト
』
が
今
年
の
９
月
を
も
っ
て
閉
館
と
な
る
の
で
、

長
年
当
会
の
諸
行
事
開
催
等
大
変
お
世
話
に
な
っ
た

事
へ
の
謝
意
を
表
す
る
記
念
講
演
会
を
、
山
梨
県
人

会
連
合
会
の
弦
間
会
長
に
講
師
を
お
願
い
し
て
開
催

す
る
事
と
し
た
。

第
２
点
は
当
会
の
規
定
を
改
訂
し
、
当
会
へ
の
入

会
資
格
を
『
山
梨
県
出
身
者
』
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
、
『
当
会
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
』
と
し
、
幅

広
い
方
々
か
ら
の
入
会
の
申
し
込
み
を
受
け
る
よ
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首都圏で催された集いを紹介しています

う
に
す
る
。
第
３
点
は
、
山
梨
県
の
早
川
町
と
の
交

流
を
図
り
、
品
川
県
人
会
の
活
性
化
を
図

る
」
と

語
っ
た
。
次
に
議
事
に
入
り
、
長
田
会
長
の
議
長
に

よ
り
、
議
案
項
目
は
総
て
円
滑
に
承
認
、
可
決
さ
れ

た
。続

い
て
来
賓
の
、
山
梨
県
東
京
事
務
所
の
佐
野
宏

所
長
、
山
梨
県
人
会
連
合
会
の
弦
間
明
会
長
、
山
梨

県
早
川
町
の
望
月
公
雄
副
町
長
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
他
の
来
賓
が
紹
介
さ
れ
た
。

続
い
て
８
名
の
新
入
会
員
及
び
、
新
役
員
に
就
任

し
た
小
池
俊
一
常
任
理
事
、
鈴
木
一
哉
理
事
、
宮
野

八
代
子
理
事
が
紹
介
さ
れ
た
。
最
後
に
望
月
美
智
春

常
任
理
事
の
閉
会
の
こ
と
ば
で
総
会
は
終
了
し
か
。

続
い
て
資
生
堂
特
別
顧
問
の
弦
間
明
山
梨
県
人
会

連
合
会
会
長
の
講
師
に
よ
る
「

【
美
の
好
循
環
社
会

を
め
ざ
し
て
】
と
題
す
る
講
演
会
に
移
っ
た
。
『
美

学
・
美
意
識
・
真

善

美
』
　と

は

人

間
の
普
遍
的
な
価

値
で
あ
り
、
数
字

で
は
表
せ
な
い
絶

対
的
な
価
値
で
あ

る
。
人
は
衣
食
住

に
足
り
る
様
に
な

る
と
、
よ
り
美
し

く
あ
り
た
い
と
望

む
よ
う
に
な
る
。

ま
た
そ
の
価
値
観
は
時
と
共
に
、
物
か
ら
心
へ
と

移
っ
て
行
く
。
そ
し
て
心
の
感
性
を
も
っ
と
磨
き
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
る
。
日
本
人
は
長
い
間
他
者
か

ら
決
め
ら
れ
た
法
律
や
規
律
よ
り
自
ら
の
良
心
に
恥

じ
な
い
自
分
だ
け
の
誇
り
を
拠
り
所
に
し
て
知
性
を

磨
い
て
き
た
。
そ
の
感
性
を
よ
り
磨
き
そ
れ
を
周
り

に
伝
達
し
影
響
を
与
え
る
美
の
循
環
＝
美
の
ス
パ
イ

ラ
ル
を
造
り
出
す
事
が
将
来
の
豊
潤
な
社
会
を
造
り

上
げ
る
一
助
に
な
る
。
生
活
文
化
・
芸
術
文
化
の
中

で
、
美
意
識
を
高
め
、
永
続
性
の
有
る
進
歩
発
展
を

生
み
出
す
事
こ
そ
が
『
美
』
で
あ
る
。
ま
た
人
間
は

状
況
に
対
応
し
て
し
な
や
か
に
変
化
す
る
事
に
よ
り

永
続
的
に
存
在
し
、
美
へ
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
保
っ
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
常
に
相
反
す
る
資

質
の
も
の
と
相
対
し
て
存
在
し
て
こ
そ
互
い
に
よ
り

良
い
存
在
で
有
り
続
け
る
。
山
梨
県
人
会
に
お
い
て

も
、
い
ろ
い
ろ
な
個
性
あ
る
人
々
が
各
人
の
特
徴
を

磨
い
て
集
う
事
こ
そ
、
よ
り
良
い
集
ま
り
と
な
る
」

と
語
り
、
弦
間
会
長
の
貴
重
な
体
験
か
ら
の
金
言
の

数
々
が
披
露
さ
れ
た
。

や
が
て
懇
親
会
と
な
り
、
品
川
区
会
議
員
の
松
沢

利
行
相
談
役
の
開
会
の
挨
拶
に
続
い
て
、
東
京
都
議

会
議
員
の
伊
藤
興
一
相
談
役
の
乾
杯
の
音
頭
で
懇
談

や
余
興
、
参
加
者
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
の
披
露
等
々
和

や
か
に
懇
親
食
事
会
が
進
み
、
２
時
3
0分
に
並
木
太

光
副
会
長
の
万
歳
三
唱
の
挨
拶
に
よ
り
閉
会
と
な
っ

た
。

－

－

－

－

－

一

紅

会
　

歴

史

研

究

同

好

会

「

古

代

と

戦

国

ロ

マ

ン

の

旅

」

～

埼

玉

県

行

田

市

府
中
学
・
甲
府
一
高
東
京
同

窓
会
に

は
、

図

１
９
９
６
年
に
発
足
し
た
「
一
紅
会
」
　（
い
ち

こ
う
か
い
）
と
い
う
、
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
が

あ
り
ま
す
。

発
足
し
か
２
年
後
の
1
9
9
8

年
か
ら
卒
業
生
を

講
師
に
招
き
、
講
演
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

2
0
0
5

年
に
渡
辺
房
男
氏
（
S
3
8年
卒
）
の

「
幕
末
維
新
へ
の
旅
」
の
講
演
の
後
、
幕
末
の
歴
史

に
興
味
を
持
つ
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
渡
辺
氏
に
講
師

を
依
頼
し
て
歴
史
研
究
同
好
会
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。
講
演
で
取
り
上
げ
た
現
地
を
探
訪
す
る
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
お
り
、
先
日
第
1
8回
の
歴

史
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し
て
、
埼
玉
県
行
田

市
の
古
墳
と
忍
城
を
尋
ね
た
「
古
代
と
戦
国
の
ロ
マ

ン
の
旅
」
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

５
月
1
0日
（
日
）
８
時
、
5
4名
が
大
型
観
光
バ
ス

に
乗
り
込
み
、
新
宿
駅
西
口
を
出
発
し
ま
し
た
。
す

ば
ら
し
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
予
定
の
1
0時
に
忍
城

跡
、
行
田
市
郷
土
博
物
館
に
到
着
し
ま
し
た
。
　
こ

こ
は
石
田
三
成
の
軍
勢
の
水
攻
め
に
も
屈
せ
ず
約
一

か
月
も
持
ち
こ
た
え
た
成
田
家
の
名
城
で
、
最
近
の

映
画
「
の
ほ
う
の
城
」
で
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
現

地
参
加
の
方
も
加
わ
り
、
２
班
に
分
か
れ
ス
タ
ッ
フ

か
ら
の
郷
土
資
料
館
の
説
明
を
受
け
見
学
し
た
後
、

三
階
櫓
に
登
り
、
城
下
町
か
ら
周
囲
の
山
々
ま
で
の
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展
望
を
楽
し
み
ま
し
た
。
博
物
館
前

で
お
も
て
な
し
甲
冑
隊
と
一
緒
に
記

念
写
真
を
撮
り
、
次
の
見
学
場
所
、

八
幡
山
古
墳
石
室
に
向
か
い
ま
し

た
。
駐
車
場
の
バ
ス
か
ら
、
露
出
し

た
石
室
が
見
え
る
、
町
工
場
の
隣
に

あ
る
、
古
墳
で
し
た
。
管
理
人
の
方

か
ら
説
明
を
聞
い
た
後
、
石
室
の
中

に
入
り
ま
し
た
が
、
羨
道
、
前
室
、

中
室
に
続
く
奥
室
は
大
人
2
0人
入
れ

る
く
ら
い
広
く
大
き
い
も
の
で
、
古

代
の
人
は
こ
の
大
き
な
石
を
ど
う

や
っ
て
運
び
、
積
み
上
げ
た
の
か
、

そ
の
智
慧
と
共
同
作
業
に
驚
き
ま
し
た
。

見
学
を
終
え
る
と
丁
度
お
昼
、
近
く
の
創
作
和
食

の
店
「
渡
ら
瀬
」
で
旬
彩
御
膳
に
ビ
ー
ル
も
一
杯
付

け
て
大
満
足
な
昼
食
で
し
た
。
午
後
は
今
回

の
メ

イ
ン
会
場
、
さ
き
た
ま
古
墳
公
園
・
埼
玉
県
立
さ

き
た
ま
史
跡
の
博
物
館
見
学
に
向
か
い
ま
し
た
。
こ

こ
で
、
ま
ず
史
跡
の
博
物
館
学
芸
員
か
ら
、
研
修
室

で
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
、
さ
き
た
ま
古
墳
公
園
の
古
墳

群
の
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
そ
の
後
で
展

示
室
へ
移
動
、
稲
荷
山
古
墳
か
ら
出
た
、
国
宝
金
錯

銘
鉄
剣
を
見
学
し
な
が
ら
追
加
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
瓦
塚
古
墳
の
前
で
記
念
写
真
を
撮
っ
た
あ
と
、

４
班
に
分
か
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
に
案

内
し
て
い
た
だ
き
、
丸
墓
山
古
墳
・
稲
荷
山
古
墳
に

登
り
、
将
軍
塚
古
墳
展
示
館
を
見

学
、
二
子
山
古
墳
周
囲
の
堀
横
の

ホ
ビ
ー
を
見
な
が
ら
、
広
い
さ
き

た
ま
古
墳
公
園
を
ほ
ぼ
一
周
し
ま

し
た
。
丸
墓
山
古
墳
の
頂
上
か
ら

は
忍
城
一
帯

が
見
渡
せ
、
石
田

三
成
が
陣
を
張
っ
た
理
由
も
納
得

で
き
ま
し
た
。
古
墳
の
周
囲
の
堀

は
、
構
築
時
は
空
堀
だ
っ
た
と
の

こ
と
、
水
を
張
っ
た
の
は
後
世
で

あ
り
、
今
は
水
で
古
墳
が
崩
れ
て

し
ま
う
の
で
、
空
堀
と
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
見
送
ら
れ
、
1
6時
半

バ
ス
は
帰
り
の
途
に
就
き
ま
し
た
。
若
干
の
渋
滞
が

あ
り
ま
し
た
が
1
9時
新
宿
駅
に
帰
着
し
ま
し
た
。

五
月
晴
れ
の
下
、
さ
わ
や
か
な
薫
風
を
受
け
て
、

古

代
と

戦
国

の
ロ
マ
ン
を

満
喫
し

た
歴
史
研

究

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
し
た
。
こ
の
一
紅
会
が
開
催

す
る
「
春

の
講
演
会
」
も
「
歴
史
研
究
同
好
会
」

も
、
男
性
の
参
加
も
大
歓
迎
で
、
大
変
有
意
義
で
楽

し
い
集
い
で
す
。

が
参
集
し
た
。
飯
窪
光
隆
会
長
は
挨
拶
で
「
会
員
が

昨
年
の
2
4名
か
ら
3
4名
に
増
え
た
が
、
活
動
に
つ
い

て
も
無
料
相
談
会
や
独
自
の
勉
強
会
等
一
層
の
充
実

を
図
り
た
い
。
３
月
に
実
施
し
た
第
２
回
勉
強
会

に
お
い
て
は
、
建
築
士
の
小
俣
光
一
会
員
の
『
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
』
に
つ
い
て
の
テ
ー
マ
に
よ
る
講
演

と
議
論
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
こ
れ
に
つ
い
て
具

体
的
な
提
案
を
し
て
行
こ
う
と
い
う
事
に
な
り
、
４

月
に
、
小
俣
氏
と
飯
窪
会
長
が
甲
府
市
の
樋
口
市
長

を
訪
問
し
て
、
提
案
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
こ
の

テ
ー
マ
は
総
て
の
市
町
村
に
と
っ
て
重
要
な
テ
ー
マ

で
あ
る
の
で
、
今
後
も
こ
の
様
な
活
動
を
通
し
て
故

郷
に
貢
献
し
て
ゆ
き
た
い
。
」
と
述
べ
た
。

議
事
に
入
り
①
平
成
2
6年
度
事
業
報
告
②
同
収
支

決
算
報
告
③
平
成
2
7年
度
事
業
計
画
案
④
同
予
算
案

⑤
役
員
改
選
⑥
会
則
の
一
部
改
正
案
等
６
項
目
に
つ

い
て
各
役
員
よ
り
上
程
さ
れ
、
全
員
異
議
な
く
承
認

可
決
さ
れ
た
。
続
い
て
懇
親
会
に
入
り
、
開
会
の
挨

拶
や
乾
杯
に
続
き
、
弦
開
明
県
人
会
連
合
会
会
長
が

挨
拶
に
立
ち
「
十
士
会
は
3
4名
に
会
員
も
増
え
喜
ば

し
い
。
更
に
会
員
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
は
会
の
内

容
を
一
層
充
実
し
魅
力
あ
る
も
の
に
し
て
欲
し
い
。

（
記
・
山
本
秀
彦
）
　
　
先
日
稲
田
朋
美
自
民
党
第
6
4代
政
調
会
長
の
話
を
直

接
聞
く
機
会

が
有
っ
た
。
農
協
改
革
等
の
規
制
改

第
３
回
十
士
会
開
催
さ
れ
る

圓

人
会
活
動
を
通
し
て
故
郷
ヘ

ー
層
の
貢
献
を

５
月
1
4日
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
3
5名

革
や
行
政
改
革
を
4
0台
の
若
さ
で
成
し
遂
げ
た
彼
女

は
、
1
0年
前
か
ら
政
治
家
と
し
て
力
を
発
揮
す
る
た

め
に
は
『
伝
統
と
創
造
』
と
い
う
テ
ー
マ
を
し
っ
か
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り

し

た

基

軸

と

し

て

。

『
何

を

ど

う

す

る

か

』

と

い

う

理

念

を

持

つ

事

だ

と

考

え

、

実

践

し

て

き

た

結

果

、

今

や

年

上

の

男

性

議

員

達

に

対

す

る

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

を

発

揮

し

て

い

る
。
十
士
会
も
何
を
何
の
為
に
す
る
か
と
い
う
戦
略

を
持
っ
て
、
飯
窪
会
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
会
員

の
皆
さ
ん
の
協
力
の
下
、
理
念
を
実
践
し
て
頂
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
懇
親
会
に
移
り
乾
杯
が
行
わ
れ
た
後
、
新

任
の
佐
野
宏
山
梨
県
東
京
事
務
所
所
長
の
挨
拶
が
有

り
、
後
藤
新
知
事
の
「
山
梨
１
０
０
万
人
都
市
・
山

梨
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
チ
ナ
プ
ラ
ン
」
等
の
ふ
る
さ

ら
、
ふ
る
さ
と
創
生
に
対
す
る
考
え
と
、
山
梨
県
人

会
の
一
員
と
し
て
十
士
会
の
会
員
へ
の
協
力
依
頼
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
萩
原
能
成
連
合
会
副
会

長
（
広
報
委
員
長
）
も
挨
拶
に
立
ち
「
十
王
会
は
若

手
・
中
堅
中
心
の
貴
重
な
会
で
あ
り
、
同
じ
年
代
の

集
ま
り
で
あ
る
『
や
ま
な
し
ワ
ン

バ
ン
ト
レ
ッ
ド
倶

楽
部
』
と
も
連
携
し
、
県
人
会
連
合
会
の
た
め
に
頑

張
っ
て
頂
き
た
い
」
と
語
っ
た
。
懇
親
会
は
ワ
イ
ン

や
料
理
と
弾
む
会
話
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
2
0時

半
過
ぎ
に
お
開
き
と
な
っ
た
。

山
梨
農
林
東
京
圈
同
窓
会
総
会
お
よ
び

懇
親
会
の
開
催

梨
農
林
東
京
圏
同
窓
会
は
さ
る
５
月
1
6日
ホ
テ

圀

ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
お
い
て
第
5
5回
総

会
お
よ
び
懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

総
会
は
Ｈ
時
よ
り
土
屋
一
仁
様
の
司
会
で
込
山
会

長
の
挨
拶
に
続
き
議
案
審
議
が
行
わ
れ
平
成
2
6年
度

事
業
報
告
・
平
成
2
6年
度
収
支
報
告
・
平
成
2
7年
度

事
業
計
画
（
案
）
　・
平
成
2
7年
度
収
支
予
算
（
案
）

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
2
7年
度
の
予
定
行
事
で
は
①
山
梨
県
人
会
連

と
創
生
の
県
政
や
、
現
状
に
つ
い
て
語
ら
れ
、
十
　

合
会
甲
府
市
水
源
林
植
樹
祭
（
４
月
1
8日
）
②
山
梨

士
会
の
会
員
へ
の
協
力
の
依
頼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ

た
。ま

た
山
梨
中
央
銀
行
東
京
支
店
の
荻
原
政
行
支
店

長
も
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
山
梨
の
産
業
振
興
の
面
か

県
人

会

連
合

会

第
6
6
回

総
会

・
懇
親

会

（
５

月
2
3

日
）
　へ

の
参

加

③
山

梨

農
林

高

校
白

楊
祭

・
収

穫

祭
1
1
1
1
1
1

一
月
７

日
④
山
梨
農
林
同
窓
会
第
１
１
１
周
年
総

会
へ

の
参
加

な
ど
行

事
が
計
画

さ
れ
て

い
ま
す
。
ま

た
、
関
連
し
て
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
山
中
昭
平
氏
に

賞
状
と
記
念
品
が
送
呈
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
春
の

褒
章
で
は
青
沼
弘
（
5
3回
林
業
科
）
氏
が
黄
綬
褒
章

を
授
与
さ
れ
た
こ
と
の
報
告
が
あ
り
、
青
沼
氏
か
ら

受
賞
し
た
喜
び
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
来
賓
の
祝

辞
で
は
母
校
同
窓
会
会
長
保
坂
武
氏
（
甲
斐
市
市

長
）
よ
り
母
校
同
窓
会
１
１
０
周
年
記
念
行
事
が
盛

大
に
挙
行
で
き
た
こ
と
、
母
校
農
林
高
校
発
展
に
積

極
的
に
寄
与
す
る
こ
と
な
ど
な
ど
、
東
京
圈
同
窓
会

の
益
々
の
発
展
を
願
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。
母

校
農
林
高
校

中
島
勝
人
氏

－
　

１
１
　

ＸＪ
　
　
　

９

よ

り

本

年

４
　

。
皿

月
に
母
校
に

校
長
と
し
て
　
ノ

就
任
し
た
こ

二

と
、
母
校
の

現
状
と
こ
れ

か
ら
の
取
組

な
ど
が
紹
介

さ

れ

ま

し

た
。つ

づ
い
て

石
原
保
郷
の

こ７

司

会

で

懇

｀

親
会
が
お
こ
　

’
絃

な
わ
れ
、
そ
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の
中
で
母
校
農
林
高
校
の
ス
ラ
イ
ド
を
視
聴
し
ま
し

た
。
そ
の
の
ち
来
賓
の
宮
川
尚
已
教
頭
・
武
川
仁
前

校
長
・
小
野
修
一
前
同
窓
会
会
長
・
天
野
丈
重
相
談

役
と
臨
席
い
た
だ
い
た
方
々
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
い

た
の
ち
、
有
野
芳
邦
名
誉
会
長
の
乾
杯
に
始
ま
り
、

各
々
の
持
ち
歌
の
紹
介
な
ど
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。
最
後
に
、
母
校
校
歌
・
讃

歌
を
合
唱
し
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。

（
記
・
石
原
保
郷
）

第
6
7回
足
立
区
山
梨
県
人
会
開
催
さ
れ
る

月
1
7日
綾
瀬
マ
リ
ア
ー
ジ
ユ
に
4
5名
が
参
集
し

Ｉ

゛
。

会
は
野
田
副
会
長
の
開
会
の
辞
で
始
ま
り
、
有
野

芳
邦
会
長
の
挨
拶
と
な
り
「
平
成
2
6年
度
の
諸
事
業

が
滞
り
無
く
実
行
さ
れ
た
。
事
情
で
唯
一
開
催
出
来

な
か
っ
た
日
帰
り
旅
行
も
今
年
度
は
早
々
に
実
施
し

た
い
。
一
人
で
も
多
く
の
人
が
元
気
で
参
加
し
て
頂

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

次
に
議
事
に
入
り
有
野
会
長

が
議
長
に
選
任
さ

れ
、
佐
野
副
会
長
が
「
平
成
2
6年
度
事
業
報
告
」
、

桜
井
会
計
が
「
平
成
2
6年
度
収
支
決
算
報
告
」
、
議

長
の
代
読
に
よ
る
「
平
成
2
6年
度
監
査
報
告
」
、
林

組
織
委
員
が
「
平
成
2
7年
度
事
業
計
画
案
」
、
荻
野

会
計
が
「
平
成
2
7年
度
予
算
案
」
を
そ
れ
ぞ
れ
上
程

し
総
て
承
認
可
決
さ
れ
た
。

議
事
終
了
後
、
山
梨
県
東
京
事
務
所
の
佐
野
宏
所

長
が
挨
拶
に
立
ち
、
「
今
年
２
月
に
就
任
し
た
後
藤

斎
新
知
事
体
制
に
よ
る
１
０
０
万
人
都
市
山
梨
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
チ
ナ
構
想
に
基
づ
く
１
１
７
の
公
約

に
つ
い
て
今
年
度
中
に
具
体
的
な
計
画
を
策
定
す
る

予
定
で
あ
る
。
県
人
会
連
合
会
の
弦
間
会
長
が
掲
げ

る
『
や
ま
な
し
リ
ン
ケ
ー

ジ
２
０
０
』
　と

い
う

『
ふ

る
さ
と
創
生
』
を
先
取
り

し
た
構
想
を
県
と
し
て
も

し
っ
か
り
受
け
止
め
て
県

政
に
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
思
う
の
で
、
首
都
圏

に
い
る
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願

い
し
た
い
」
と
述

べ
た
。

続
い
て
弦
間
明
山
梨
県

人
会
連
合
会
会
長
の
挨
拶

と
な
り
「
足
立
区

の
県
人

会
に
も
何
回
も
出
席
し
、

長
年
に
亘
り
皆
さ
ん
と
ふ

る
さ
と
の
事
や
そ
の
発
展
に
つ
い
て
語
り
合
う
会
の

存
在
意
義
は
大
き
い
。
６
月
か
ら
読
売
新
聞
で

『
ふ

る
さ
と
創
生
と
県
人
会
の
役
割
』

に
つ

い
て
特
集

が
始
ま
る
が
、
山
梨
は
第
１
番
目
に
取
上
げ
ら
れ
る

事
に
な
り
、
私
の
所
へ
取
材
に
来
た
。
記
者
か
ら
は

「
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
地
方
創
生
無
く
し
て
発
展
は

無
い
。
そ
の
原
動
力
と
な
る
の
は
県
人
会
で
は
な
い

か
。
そ
こ
で
、
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
は
何
か
、
ふ
る

さ
と
の
魅
力
は
何
か
、
山
梨
県
人
の
特
性
は
、
や
ま

な
し
の
美
は
自
然
の
美
加
？
」
等
々
聞
か
れ
た
。
山

梨
県
人
は
堅
実
で
忍
耐
強
く
努
力
家
で
、
頑
固
で
あ

る
と
思
う
。
ま
た

『
や
ま
な
し
の
美
』
は
『
人
の

美
』
で
あ
り
、
自
然
の
美
と
結
び
つ

い
て

『
や
ま
な
し
の
美
』
を
生
ん
で

い
る
と
答
え
た
。

ま
た
「
山
梨
県
は
観
光
立
県
を
目

指
し

て
い
る

が
、
何

か
ア
ド

バ
イ

ス
を
」
と
言
わ
れ
、
山
梨
の
人
々
が

お
客
様
を
「
お
迎
え
す
る
」
と
い
う

気
持
ち
が
有
れ
ば
、
恵
ま
れ
た
観
光

資
源
と
相
侯
っ
て
お
客
様
は
必
ず
リ

ピ
ー
ク
と
な
っ
て
下
さ
る
。
そ
し
て

「
や
ま
な
し
の
5
0年
１
０
０
年
後
は

ど
ん
な
姿
に

な
っ
て

い
て
欲
し

い

か
」
と
聞
か
れ
、
5
0年
前
１
０
０
年

前
の
山
梨
が
有
っ
て
今
が
有
る
。
歴

史
は
未
来
を
映
す
鏡
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
山
梨
を
見
て
来
て
、
き
っ
と
未
来
の
や

ま
な
し
は
魅
力
の
有
る
素
晴
ら
し
い
県
に
な
る
と

答
え
た
。
６
月
の
読
売
新
聞
を
皆
さ
ん
と
共
に
読
ん

で
、
ま
た
山
梨
の
事
を
一
緒
に
考
え
た
い
と
思
う
」

と
述
べ
た
。

続
い
て
懇
親
会
が
始
ま
り
、
地
元
演
歌
歌
手
の
歌
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謡
シ
ョ
ー
、
声
自
慢
の
面
々
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
と
続

き
、
更
に
足
立
区
と
南
ア
ル
プ
ス
市
県
人
会
の
両
有

野
会
長
に
よ
り
、
望
月
吾
郎
さ
ん
が
南
ア
ル
プ
ス
の

ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
記
念
に
因
ん
で

作
曲
し
た

『
北
岳
』
を
そ
れ
ぞ
れ
が
熱
唱
し
、
大

い

に
盛
り
上
が
っ
た
会
は
1
4時
半
過
ぎ
に
終
了
し
た
。

甲
府
西
高
等
学
校
同
窓
会

第
5
2回
東
京
支
部
総
会
・
懇
親
会
開
催

謝
の
思
い
を
重
ね
て

歓
談
、
１
２
０
名
が
目
黒

回

雅
叙
園
に
集
う

５
月
2
1
日

（
木
）
午
前
1
1
1
1
1
1

一
時
半

よ
り

目
黒
区

「
目

黒
雅
叙
園
」
に
て
、
甲
府
西
高
等

学
校
同
窓
会
第
5
2

回
東
京
支
部

（
山
口
ひ

さ
か
支
部
長
）

総
会

・
懇

親

会
が
約
１
２
０
名

の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

山
口
ひ

さ
か
支
部
長
は
「

い
つ
も
喜

ん
で

い
な

さ

い
、
ど
ん
な
こ

と
に
も
感
謝
し
な
さ

い
、
と

い
う
聖

書
の
言
葉
が
年

を
重
ね

る
ご
と
に
わ
か

っ
て
く

る
。

甲
女

時
代

に
は
一
日
一
日
を
大
切
に
し
な
さ

い
、
そ

の
た
め
に
話
し
合

い
を
続
け
な
さ

い
、
と

い
う
素
晴

ら
し

い
教
育
を
受

け
た
の
で
、
次
世
代
に
も
西

高

の

魂
を
受
け
継
い
で
ほ
し

い
」
と
挨
拶
し
た
。

来

賓
祝

辞
と

し

て
新

任

の
小

川
西

校

校
長

が
、

「
自
己
を
知
り
自
己
を
深

め
る
」

校
訓

を
し

っ
か
り

生
か
し
た

い
と
語

っ
た
。
長
坂
光
子
西

校
同

窓
会
会

長
は
、
東
京
支
部

の
物
心
両
面

か
ら

の
協
力

に
謝
辞

を
述

べ
て
「
思

っ
た
こ
と
を
す
ぐ
活
動

に
う
っ

す
、

や
ろ
う
と
思
っ
た
こ
と
を
即
行
動
し
な
い
と
結
果
が

で
な
い
」
と
具
体
的
に
活
動
状
況
を
報
告
し
た
。
恩

師
の
田
中
久
雄
氏
は
「
昭
和
2
6年
に
二
高
に
赴
任
、

校
庭
を
整
備
し
て
戦
後
初
め
て
の
運
動
会
を
開
い
た

こ
と
な
ど
が
思
い
出
さ
れ
る
」
と
語
っ
た
。
最
年
長

の
和
田
嘉
称
子
さ
ん
（
9
5歳
）
が
乾
杯
の
音
頭
を
と

り
、
懇
親
会
に
移
っ
た
。
和
田
さ
ん
は
日
本
初
の
ス

チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
と
し
て
知
ら
れ
る
。
東
京
－

福
岡
間

を
往
復
す
る
プ
ロ
ペ
ラ
機
で
、
当
時
は
高
額
だ
っ
た

た
め
乗
客
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
世

代
を
超
え
て
歓
談
め
場
が
も
た
れ
、
最
後
に
新
・
旧

の
校
歌
を
全
員
で
斉
唱
し
た
。

な
お
当
日
の
会
の
進
行
は
、
当
番
幹
事
の
高
校
６

回
生
卒
、
小
野
是
明
、
五
味
弥
栄
子
両
氏
が
担
当
し

た
。

ほ
う
と
う
會

や
か
に
、
あ
で
や
か
に
、
な
ご
や
か
に
。
山
梨

口

県
人
会
連
合
会
青
年
部
（
小
林
央
部
長
）
の
平

成
2
7年
度
総
会
が
５
月
2
7日
、
東
京
・
千
代
田
区
の

富
国
生
命
本
社
で
開
催
さ
れ
た
。

大
企
業
の
ト
ッ
プ
が
ズ
ラ
リ
と
顔
を
揃
え
る
「
や

ま
な
し
ワ
ン

バ
ン
ト
レ
ッ
ド
倶
楽
部
」
　（
第
３
回
を
1
0

月
1
5日
に
同
社
で
開
催
予
定
）
に
比

べ
、
５
０
０

円
の
会
費
と
い
う
こ
と
も
あ
り
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
雰
囲

気
で
進
行
す
る
の
が
、
こ
の
「
ほ
う
と
う
会
」
。

会
場
に
は
１
２
０
人
に
及
ぶ
参
加
者
の
熱
気
が
充

満
。
2
0代
、
3
0代
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が
名
刺
交

換
の
合
間
を
縫
っ
て
、
缶
ビ
ー
ル
片
手
に
ピ
ザ
を
ほ

お
ば
る
姿
も
目
立
っ
た
。

今
回
は
弦
間
明
会
長
、
文
部
科
学
省
・
佐
野
太
大

臣
官
房
審
議
官
、
堀
内
詔
子
衆
議
院
議
員
、
山
梨
県

東
京
事
務
所
・
佐
野
宏
所
長
の
挨
拶
に
続
き
、
芸

能
界
で
活
躍
中
の
美
女

が
続
々
登
場
。
山
梨

が
舞

台
と
な
っ
た
映
画
「
か
ぐ
ら
め
」
に
出
演
し
た
筒
井

真
理
子
さ
ん
（
写
真
右
）
が
山
梨
で
の
先
行
ロ
ー
ド

シ
ョ
ー
を
Ｐ
Ｒ
。
こ
の
作
品
で
も
共
演
し
た
白
須
慶

子
さ
ん
や
、
4
7都
道
府
県
天
下
統
一
ア
イ
ド
ル
ユ

ニ
ッ
ト
「
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｉ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
の
水
萌

み
ず
さ
ん
（
笛
吹
市
出
身
、
日
大
語
術
学
部
３
年
／

写

真
左

・
左

端
）
　も

メ
ン

バ
ー
３

人

を

引
き

連

れ
自

己

紹

介

。

会

場
は

華

や

か

な
雰

囲

気

に

包
ま
れ
た
。

ま

た

、
連

合

会

の
小

川

朗
理
事
よ
り

８
月
1
6日
開

催
の
ヅ
ア
ン
　

｀

フ

ォ

ー

レ

甲
　

し

了
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府
の
横
浜
マ
リ
ノ
ス
戦
観
戦
イ
ベ
ン
ト
（
横
浜
日
産

ス
タ
ジ
ア
ム
ノ
1
7ペ
ー
ジ
参
照
）
と

、
1
0月
1
5日

開
催
予
定
の
「
や
ま
な
し
ワ
ン

バ
ン
ト
レ
ッ
ド
倶
楽

部
」
の
概
要
が
発
表
さ
れ
た
。
詳
細
は
山
梨
県
人
会

連
合
会
の
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｂ
０
０
Ｋ
で
も
公
開
さ
れ
る
。

第
５

回

南

ア
ル

プ
ス

市

山

梨

県

人

会

開

催

－

プ
ン
す
る
完
熟
農
園
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
県
内

―

外
の
会
員
、
約
１
３
０
名
が
交
流

５
月
3
0日
（
土
）
第
５
回
南
ア
ル
プ
ス
市
山
梨
県

人
会
（
有
野
征
雄
会
長
）
総
会
・
交
流
会
が
、
南
ア

ル
プ
ス
市
桃
源
文
化
会
館
、
及
び
完
熟
農
園
レ
ス
ト

ラ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。

早
朝
、
新
宿
駅
発
の
貸
切

バ
ス
で
首
都
圏
在
住

の
4
5名

が
南
ア
ル
プ
ス
市
に
向
け
て
出
発
、
車
内

で
は
、
８
月
に
発

売
予
定
の
、
細
川
た
か
し
の
演

歌

『
北
岳
』

が
繰
り
返
し

流
さ
れ
、
有
野
会
長
は

「
『
北
岳
』
を
南
ア
ル
プ
ス
県
人
会
の
、
会
の
歌
と

し
た
い
」
と
語
っ
た
。
「
南
ア
ル
プ
ス
／
青
い
や
ま

な
み
／
天
と
大
地
を
／
結
ぶ
山
あ
り
・
・
・
」
の
歌

詞
が
、
有
野
会
長
以
下
、
会
員
各
々
に
よ
っ
て
歌
わ

れ
た
。
午
前
忖一
時
に
桃
源
文
化
会
館
に
て
総
会
が
開

催
、
こ
こ
で
首
都
圏
か
ら
の
直
行
組
2
1名
と
、
地
元

南
ア
ル
プ
ス
在
住
の
7
7名
が
合
流
し
、
合
計
１
４
３

名
（
内
来
賓
が
3
7名
）
の
参
加
と
な
っ
た
。
有
野
会

長
は
「
設
立
時
は
２
５
５
名
だ
っ
た
会
員
が
、
現
在

は
2
0
5
5

名
に
な
っ
た
。
会
員
増
に
伴
い
、
南
ア

ル
プ
ス
市
出
身
者
同
士

が
、
よ
り
密
接
に
交
流
で
き

る
拠
点
が
必
要
だ
。
来
月
オ
ー
プ
ン
す
る
完
熟
農
園

が
、
そ
の
場
所
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
い
、
今
回
交
流

の
場

と

さ
せ

て

も
ら
　
　
　
　

、、

た
」
等
と
語
っ
た
。
各

事
承
認
の
後
、
来
賓
を

表
し
て
後
藤
斎
山
梨
県

事

「
地

生
　
　

『
前
回
こ

ら
れ
る
現
在
ヽ

官
と
民
ヽ

舞
｛

地
域
と
の
連
携
が
一
層
求

、一
－

め
ら
れ
る
。
南
ア
ル
プ
ス

県
人
会
に
お
け
る
め
ざ
ま

し
い
会
員
の
増
加
は
、
ふ
　
　
　
　
・

る
さ
と
山
梨
へ
の
力
強
い
ａ
ｌ
ｌ
″

応
援
で
あ
り
、
一
層
の
連

携
を
お
願
い
し
た
い
」
と

挨
拶
し
た
。
金
丸
一
元
南
－

ア
ル
プ
ス
市
長
は
「
６
月

に
オ
ー
プ
ン
す
る
完
熟
農

園
は
地
元
の
玄
関
口
と
し

て
の
期
待
が
か
け
ら
れ
て

い
る

。
南
ア

ル
プ
ス
市

及

び
県
人

会

の
活
性

化

の
原

動
力

と

も
な

れ
る

よ
う
に
、
今
後
と
も
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
等
と

語
っ
た
。
田
逞
篤
甲
州
市
長
は
「
７
月
1
8日
に
甲
州

市
県
人
会
が
発
足
す
る
の
で
、
飛
躍
的
に
会
員
を
増

や
し
た
南
ア
ル
プ
ス
県
人
会
の
活
動
を
見
本
と
し
た

い
」
と
語
っ
た
。
歴
史
講
座
と
し
て
、
南
ア
ル
プ
ス

市
文
化
財
課
の
保
坂
太
一
氏
に
よ
る
ミ
ニ
講
演
が
あ

り
、
日
本
有
数
の
扇
状
地
で
あ
る
南
ア
ル

プ
ス
市
一
帯
が
、
古
代
以
来
、
物
と
人
と

が
行
き
交
う
行
商
文
化
を
ど
の
よ
う
に
生

み
出
し
た
の
か
に
つ
い
て
興
味
深
く
語
ら

れ
た
。
続
い
て
細
川
た
か
し
の
『
北
岳
』

を
作
曲
し
た
望
月
吾
郎
県
人
会
連
合
会
副

会
長
よ
り
楽
曲
が
紹
介
さ
れ
て
総
会
が
終

了
。
バ
ス
に
て
完
熟
農
園
レ
ス
ト
ラ
ン
に

移
動
し
、
政
務
を
終
え
て
か
け
つ
け
ら
れ

た
保
坂
武
甲
斐
市
長
も
加
わ
り
、
交
流
会

と
な
っ
た
。

旧
白
根
町
出
身
の
有
野
芳
邦
県
人
会
連

合
会
会
長
代
行
が
乾
杯
の
音
頭
を
と
り
、

中
込
博
文
前
市
長
（
南
ア
ル
プ
ス

プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
社
長
）
が
「
こ
の
４
年
間
、
多

く
の
関
係
者
、
ス
タ
ッ
フ
の
尽
力
の
お
か

け
で
完
熟
農
園
オ
ー
プ
ン
に
漕
ぎ
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
南
ア
ル
プ
ス
県
人
会
の

方
々
が
最
初
の
客
と
な
っ
て
も
ら
い
感
無

量
だ
」
等
と
語
っ
た
。
地
元
産
の
農
産
物

を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入

れ
た
、
ビ
ュ
ッ

フ
エ
形
式
の
料
理
を
堪
能
、
演
歌
歌
手
南
ひ
ろ
か
さ

ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
、
午
後
３
時
半
に
お
開

き
と
な
っ
た
。
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坂 井 寛 子 副 会 長( 寛 舞 流 宗 家 ・鵬 録 会) の 古 典 舞 踊

一 関 東 舞 踊 連 合 会 舞 踊 会 －

平成２７年７月２５日( 土)　　 於、浅草公 会堂　　 問合せ ０３-５３９３-４１３３　

坂井寛子山梨県人会連合会副会長･芸能委員長は関東舞踊連合会の副会長として運営面

においても、踊り手としては勿論､ 寛舞流宗家としての指導者としても例年この舞踊会の主

役を務めている。大舞台で古典の日本舞踊を舞われる寛舞鵬録(坂井寛子氏の舞台名)さん

の舞踊は一見に値する。今年は長唄｢ 新鹿の子｣で｢ 取り｣を務める。

｢十士会｣今年度第2 回勉強会の成果を持って、樋口甲府市長と意見交換!

山梨県人会十士会( 会長: 飯窪光隆) は、３月１２日に田島ルーフィング株 式会社会

議室にて､ 定例の勉強会を開催した( 講師小俣光一会員･ 建築士) 。

｢コンパクトシティー｣ の概念に基づく街づくりについて､ 発表や議論が行 われた。

小俣会員は、コンパクトシティとは住民が1 ヵ所に集団居住し行政効率を上げることを

意味するのではなく、集落やコミュニティーのまとまりを大事にしながら､ それらのまと

まりを大小 効果的に意味づけ､ 全体として有 機的な結合状態を指すのだと指摘。また

甲府市を京都 市と比較し､ 甲府市がその潜在能力を備えていると指摘した。議論に盛

… ……　り上がりを見せ､ これについて具体的な提案をして行こうという事になり、4月に、小 俣

卜 上yU　氏と飯窪会長が甲府市の樋口市長を訪問して、意見交換を行った。当テーマは全市町･

laI･･････¶J-y{1.･｡､/j万万jj::lj =万肖 村にも重 要な事案 であり、今後提案 の機会を模索して行く。

第３回やまなしワンバントレッド倶楽部が開催されます10
月15日(木)19時～21時　富国生命本社ビル２８階会議室
昨年の第2回開催時には12 名

の経営者と83名のビジネスパーソ

ンが集合しました。

今年もふるってご参加下さい。

初めての方も歓迎します。

用催時には12 名

りビジネスパーツ

ご゙ 参加下さい。

比 ます。 �

前回( 第２ 回) ワンバントレッド倶楽部参加者( 経営者)

�名　前 � 役　職 � 会社名

�川手正一郎 �代表取締役会長 �株式会社　ニッセーデリカ

�弦間　　明 �特別顧問 �株式会社資生堂

�清水　喜彦 �取締役副会長 �株式会社　三井住友銀行

�志村　司郎 �代表取締役CEO �株式会社　ブティック社

�長坂　　剛 �専務取締役 �株式会社　小泉

�樋口　　靖 �代表取締役社長 �株式会社　熊谷組

�布施　智樹 �所長 �山梨県東京事務所

i幽
�保坂　岳深 �代表取締役執行役員社長 �ＮＥＣプラットフォーム株式会社

�堀内光一郎 �代表取締役社長 �富士急行株式会社

�堀内　丸恵 �代表取締役社長 �株式会社　集英社

�宮渾　公廣 �代表取締役会長 �エコア株式会社

�武藤　直人 �取締役専務執行役員 �富士重工株式会社

その他　今後の山梨県人会連合会の主な行事
10 月13 日（火） �第２回常任理事・理事合同会議( 上野精養軒)

10 月15 日（木） �やまなしワンバントレッド倶楽部( 富国生命本社ビル　28 階会議室)

秋の期間 �やまなしカミングデー

11 月 ２日（月） �知事とふるさとを語る会( 新宿京王プラザホテル)

11 月18 日（水） �山梨県町村長会と県人会幹部役員との意見交歓会

12 月 ８日（火） �第３回常任理事・理事合同会議( 上野精養軒)

平成28 年1月26 日(火) �新春賀詞交歓会（目黒雅叙園）
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レストラン｢ フロ ーラ｣

雙麗惣焦,貨8

◆営業時間10:00 ～22:00

◆ランチコース11:00 ～14:30

◆ディナーコース17: ００～22:00

◆単品メニュー1,575 円～､ケーキ525 円～

| お車でお越しの場合、

14週上・日ブライダルフェア 開催中!
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教会式､ 人前式､ 神 前式､3 つの 挙式 が叶う八王子日本閣 では、

毎 週土･ 日ブライダルフェアを行っています。

ご結婚 を考えているカップルには、無 料で試食 も行っています。

予 約がなくても、当日でもご用 意可 能!

大月ICから約45分!
今までより約20 分短縮!

ご宴会・会食

4 。

- 。

会 社の パ ーティーやご家 族 のお

祝 い は美 味し い お料 理 にお 得

なプランを！

◆パーティープラン フ,０００円～

| 電車でお越しの場合､大月より八王子特急利用で30分!

立川 至新宿

中央線
八 王 子 み なみ

ぶ

殼 弧

２ Ｕ
３ ０

９

※かいじ106 号 大月10: ０４始( 土日ダイヤ)

●八王子日本閣

八| イ 駅 か ら 熊 料 シ ャ ト ル バ ス を

二 匯 二

卜八丿･ Ｍ ゛ 所 怜 印 川y｢‘ 哨卜 しい ｀4 腎 駅 鈴巾 ．`
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